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各科診療担当医表
平成 28 年 10 月１日現在

担当医表は予告なく変更されることがあります

●受付は８時～ 11 時 30 分までです。
●午後の診察は予約外来、慢性疾患外来のみです。
●各科の再診は予約もできます。
●毎月第 2・3・5 土曜日は休診です。
●救急患者様につきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をお持ちでない患者様から保険外療養費 3,000 円（税込み）
を頂いております。初診の際はできるだけ「紹介状」をお持ち下さい。
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循
環
器
内
科

　
循
環
器
内
科
は
ど
の
よ
う
な
病
気

を
扱
う
か
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

体
を
循
環
す
る
液
体
に
は
血
液
・
リ

ン
パ
液
・
髄
液
な
ど
あ
り
ま
す
が
、

循
環
器
と
は
血
液
の
循
環
に
関
係
す

る
臓
器
の
こ
と
で
す
。
血
液
循
環
は

ポ
ン
プ
で
あ
る
心
臓
か
ら
動
脈
を

通
っ
て
全
身
の
臓
器
に
送
ら
れ
、
あ

ら
ゆ
る
臓
器
の
細
胞
に
酸
素
や
栄
養

分
を
運
搬
し
た
血
液
は
今
度
は
静
脈

を
通
っ
て
心
臓
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

循
環
器
内
科
で
は
こ
の
血
液
循
環
に

関
わ
る
、
心
臓
・
動
脈
・
静
脈
に
関

す
る
疾
患
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
私
達
循
環
器
内
科
の
行
う

治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
循
環
器
内
科
は
虚
血
性
心
疾
患

(

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞)
、
心
不
全
、

不
整
脈
、
弁
膜
症
、
心
筋
症
な
ど
多

　
心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る
血
管

を
冠
動
脈
と
言
い
、
心
臓
の
表
面

を
走
行
す
る
動
脈
で
す
。（
図
1
）

　
虚
血
性
心
疾
患
と
は
冠
動
脈
の

血
流
が
悪
く
な
る
疾
患
の
総
称
で
、

大
き
く
分
け
る
と
心
筋
梗
塞
と
狭

心
症
が
あ
り
ま
す
。

①
心
筋
梗
塞

(

急
性
心
筋
梗
塞
・
陳
旧
性
心
筋
梗
塞)

　
心
臓
は
1
日
約
10
万
回
の
拍
動

く
の
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
虚

血
性
心
疾
患
や
心
不
全
に
関
し
て
は

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
で
冠
動
脈
や

心
収
縮
力
・
心
不
全
原
因
の
評
価
を

し
ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
で
は
冠
動

脈
の
閉
塞
部
や
狭
窄
部
の
ス
テ
ン
ト

留
置
術
・
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
治
療
、

不
整
脈
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
植
え

込
み
型
除
細
動
器
の
植
え
込
み
術
、

心
不
全
で
は
両
心
室
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
植
え
込
み
術
を
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
末
梢
動
脈
疾
患
で
は

下
肢
動
脈
・
内
頚
動
脈
・
腎
動
脈
な

ど
全
身
の
動
脈
硬
化
疾
患
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
を
行
う
と
と
も
に
、
動
脈

硬
化
予
防
の
た
め
の
内
服
治
療
や
運

動
療
法
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の
壁

は
心
筋
と
い
う
筋
肉
で
で
き
て
い
ま

す
が
、
手
足
の
筋
肉
と
異
な
っ
て
疲

労
し
て
筋
肉
痛
を
起
こ
す
こ
と
も
な

く
、
寝
て
い
る
間
も
休
み
な
く
勤
勉

に
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ

か
の
臓
器
と
同
様
に
血
液
を
送
る
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
り
血
流
が
悪

く
な
る
と
虚
血
と
い
う
状
態
に
な
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
で
は
血
管
壁
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
、
そ
れ
が

破
裂
す
る
と
血
栓
と
い
う
血
液
の
塊

が
で
き
て
突
然
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
血
流
が
途
絶
え
て
20
分
以
上
経

過
す
る
と
心
筋
の
壊
死
が
始
ま
り
心

筋
梗
塞
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
症

状
は
激
し
い
胸
痛
・
冷
汗
・
嘔
吐
・

死
の
恐
怖
を
感
じ
た
り
、
危
険
な
不

整
脈
の
た
め
失
神
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
逆
に
糖
尿
病
を
お
持

ち
の
方
は
胸
痛
が
で
に
く
く
、
し
ば

ら
く
気
づ
か
れ
ず
に
い
る
こ
と
も
ま

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
閉
塞
し
た
血
管
は
早
期
に
血
流
を

回
復
さ
せ
る
と
、
心
筋
壊
死
の
範
囲

を
最
小
限
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
心
筋
梗
塞
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
血
流
を
再
開
さ
せ
る
血
行
再

建
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
院
で
は
心
筋
梗
塞
の
診
断
か
ら
30

分
以
内
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

始
め
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

②
狭
心
症

　
冠
動
脈
の
狭
窄
が
原
因
で
、
心
筋

壊
死
は
伴
わ
な
い
の
が
一
般
的
で

す
。
坂
道
や
階
段
を
昇
っ
た
時
な
ど

に
脈
拍
が
上
が
る
と
、
少
な
い
血
流

で
は
足
り
ず
に
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感

が
起
こ
り
ま
す
。
長
く
と
も
15
分
以

内
に
治
ま
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
起

こ
っ
た
り
症
状
が
治
ま
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
時
は
心
筋
梗
塞
の
前
兆

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
図
3
）

③
冠
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　
冠
動
脈
の
治
療
に
は
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
と
バ
イ
パ
ス
術
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

お
話
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
管
の

こ
と
で
す
が
、
手
首
・
肘
・
鼡
径
部

の
動
脈
か
ら
検
査
用
で
あ
れ
ば
1
ミ

リ
ち
ょ
っ
と
、
治
療
用
で
あ
れ
ば
2

ミ
リ
程
度
の
太
さ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

心
臓
ま
で
通
し
、
冠
動
脈
の
入
口
部

に
挿
入
し
て
造
影
剤
を
流
し
て
狭
窄

部
・
閉
塞
部
を
確
認
し
ま
す
。
治

療
す
る
血
管
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
通
過
さ
せ
、
血
管
内
超
音
波
で

病
変
部
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

（
図
4
）
血
栓
が
あ
る
場
合
は
血
栓

吸
引
を
行
い
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
で
拡
張
後
に
ス
テ
ン
ト
と
い

う
金
属
の
網
で
で
き
た
筒
を
冠
動

脈
内
に
留
置
し
ま
す
。（
図
5
）

　
近
年
で
は
再
狭
窄
を
予
防
す
る

薬
剤
を
塗
っ
た
薬
剤
溶
出
型
ス
テ

ン
ト
が
主
流
と
な
り
、
治
療
成
績

は
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
で
非
常
に
硬
く
な
っ

た
血
管
で
は
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

と
い
う
石
灰
化
を
削
る
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。（
図
6
）

　
狭
心
症
は
冠
動
脈
の
狭
窄
部
を

拡
張
す
れ
ば
症
状
が
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
心
筋
梗
塞
は
心
筋
壊

死
を
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と

に
不
整
脈
・
心
不
全
・
心
破
裂
な

ど
の
合
併
症
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
安
静
・
身
体
活
動
の
制
限

が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
一
般
的

に
狭
心
症
は
2
泊
3
日
、
急
性
心

筋
梗
塞
は
14
日
間
の
入
院
治
療
を

し
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
で
行
う
治
療

図 2　急性心筋梗塞（左冠動脈の閉塞）

心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る

冠
動
脈
と
全
身
の

動
脈
・
静
脈
の
病
気

　
虚
血
性
心
疾
患

　(

急
性
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど)

オンコール体制
医師をはじめ、救急担当やオペ室看護師など、医療従事者が患者の急変時や、救急搬送時に
勤務時間外であっても呼ばれればいつでも対応できるように待機していること。

図 1　冠動脈

治療前 治療後

当院循環器内科と心臓血管外科は協力し、心臓血管センターとして
様々な疾患に対応できるシステムを作っています。緊急患者様につい
ては 24 時間 365 日対応しており、緊急検査・治療がいつでもできる
よう医師・看護師・臨床工学技士・生理検査技師・放射線技師のチー
ムが夜間・休日もオンコール体制をとっています。

心臓血管センター特
集

心臓血管センター長
循環器内科部長

矢彦沢 久美子
やひこざわ　　くみこ

と
し
て
知
ら
れ
る
、
深
部
静
脈
血

栓
症
や
血
栓
が
肺
動
脈
に
つ
ま
る

肺
塞
栓
症
の
治
療
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
心
疾
患
を
持
つ

患
者
様
を
対
象
と
し
た
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
も
取
り
入

れ
、
総
合
的
な
治
療
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

特集　心臓血管センター
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回
復
さ
せ
る
と
、
心
筋
壊
死
の
範
囲

を
最
小
限
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
心
筋
梗
塞
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
血
流
を
再
開
さ
せ
る
血
行
再

建
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
院
で
は
心
筋
梗
塞
の
診
断
か
ら
30

分
以
内
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

始
め
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

②
狭
心
症

　
冠
動
脈
の
狭
窄
が
原
因
で
、
心
筋

壊
死
は
伴
わ
な
い
の
が
一
般
的
で

す
。
坂
道
や
階
段
を
昇
っ
た
時
な
ど

に
脈
拍
が
上
が
る
と
、
少
な
い
血
流

で
は
足
り
ず
に
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感

が
起
こ
り
ま
す
。
長
く
と
も
15
分
以

内
に
治
ま
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
起

こ
っ
た
り
症
状
が
治
ま
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
時
は
心
筋
梗
塞
の
前
兆

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
図
3
）

③
冠
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　
冠
動
脈
の
治
療
に
は
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
と
バ
イ
パ
ス
術
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

お
話
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
管
の

こ
と
で
す
が
、
手
首
・
肘
・
鼡
径
部

の
動
脈
か
ら
検
査
用
で
あ
れ
ば
1
ミ

リ
ち
ょ
っ
と
、
治
療
用
で
あ
れ
ば
2

ミ
リ
程
度
の
太
さ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

心
臓
ま
で
通
し
、
冠
動
脈
の
入
口
部

に
挿
入
し
て
造
影
剤
を
流
し
て
狭
窄

部
・
閉
塞
部
を
確
認
し
ま
す
。
治

療
す
る
血
管
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
通
過
さ
せ
、
血
管
内
超
音
波
で

病
変
部
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

（
図
4
）
血
栓
が
あ
る
場
合
は
血
栓

吸
引
を
行
い
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
で
拡
張
後
に
ス
テ
ン
ト
と
い

う
金
属
の
網
で
で
き
た
筒
を
冠
動

脈
内
に
留
置
し
ま
す
。（
図
5
）

　
近
年
で
は
再
狭
窄
を
予
防
す
る

薬
剤
を
塗
っ
た
薬
剤
溶
出
型
ス
テ

ン
ト
が
主
流
と
な
り
、
治
療
成
績

は
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
で
非
常
に
硬
く
な
っ

た
血
管
で
は
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

と
い
う
石
灰
化
を
削
る
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。（
図
6
）

　
狭
心
症
は
冠
動
脈
の
狭
窄
部
を

拡
張
す
れ
ば
症
状
が
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
心
筋
梗
塞
は
心
筋
壊

死
を
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と

に
不
整
脈
・
心
不
全
・
心
破
裂
な

ど
の
合
併
症
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
安
静
・
身
体
活
動
の
制
限

が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
一
般
的

に
狭
心
症
は
2
泊
3
日
、
急
性
心

筋
梗
塞
は
14
日
間
の
入
院
治
療
を

し
て
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
で
行
う
治
療

図 2　急性心筋梗塞（左冠動脈の閉塞）

心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る

冠
動
脈
と
全
身
の

動
脈
・
静
脈
の
病
気

　
虚
血
性
心
疾
患

　(

急
性
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど)

オンコール体制
医師をはじめ、救急担当やオペ室看護師など、医療従事者が患者の急変時や、救急搬送時に
勤務時間外であっても呼ばれればいつでも対応できるように待機していること。

図 1　冠動脈

治療前 治療後

当院循環器内科と心臓血管外科は協力し、心臓血管センターとして
様々な疾患に対応できるシステムを作っています。緊急患者様につい
ては 24 時間 365 日対応しており、緊急検査・治療がいつでもできる
よう医師・看護師・臨床工学技士・生理検査技師・放射線技師のチー
ムが夜間・休日もオンコール体制をとっています。

心臓血管センター特
集

心臓血管センター長
循環器内科部長

矢彦沢 久美子
やひこざわ　　くみこ

と
し
て
知
ら
れ
る
、
深
部
静
脈
血

栓
症
や
血
栓
が
肺
動
脈
に
つ
ま
る

肺
塞
栓
症
の
治
療
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
心
疾
患
を
持
つ

患
者
様
を
対
象
と
し
た
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
も
取
り
入

れ
、
総
合
的
な
治
療
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

特集　心臓血管センター

①
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心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る
血
管

を
冠
動
脈
と
言
い
、
心
臓
の
表
面

を
走
行
す
る
動
脈
で
す
。（
図
1
）

　
虚
血
性
心
疾
患
と
は
冠
動
脈
の

血
流
が
悪
く
な
る
疾
患
の
総
称
で
、

大
き
く
分
け
る
と
心
筋
梗
塞
と
狭

心
症
が
あ
り
ま
す
。

①
心
筋
梗
塞

(

急
性
心
筋
梗
塞
・
陳
旧
性
心
筋
梗
塞)

　
心
臓
は
1
日
約
10
万
回
の
拍
動

①
動
脈
硬
化
性
疾
患

　
主
に
下
肢
動
脈
の
閉
塞
や
狭
窄

を
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
と
言
い
ま

す
。
歩
い
て
い
る
と
、
も
も
や
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
疲
れ
て
休
ま

な
い
と
歩
け
な
く
な
る
間
欠
性
跛

行
や
、
ひ
ど
く
な
る
と
足
の
壊
死

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
下
肢
動
脈

の
狭
窄
・
閉
塞
に
対
し
て
も
ス
テ

ン
ト
留
置
術
を
行
い
症
状
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
7
）

　
ま
た
、
当
院
で
は
脳
に
血
液
を

送
る
内
頚
動
脈
の
狭
窄
に
対
し
て

も
脳
神
経
外
科
で
内
頚
動
脈
内
膜

剥
離
術
・
循
環
器
内
科
で
内
頚
動

脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ま
に
関

し
て
両
科
で
適
し
た
治
療
を
検
討

し
て
い
ま
す
。（
図
8
）

②
急
性
動
脈
閉
塞
症

　
心
房
細
動
と
い
う
不
整
脈
が
原

因
で
心
臓
の
左
心
房
に
血
栓
が
で

き
、
全
身
の
色
々
な
動
脈
に
つ
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
の
は
脳
梗
塞
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
手
足
の
動
脈
・
腎
臓

の
動
脈
・
腸
の
動
脈
な
ど
が
閉
塞

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の
壁

は
心
筋
と
い
う
筋
肉
で
で
き
て
い
ま

す
が
、
手
足
の
筋
肉
と
異
な
っ
て
疲

労
し
て
筋
肉
痛
を
起
こ
す
こ
と
も
な

く
、
寝
て
い
る
間
も
休
み
な
く
勤
勉

に
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ

か
の
臓
器
と
同
様
に
血
液
を
送
る
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
り
血
流
が
悪

く
な
る
と
虚
血
と
い
う
状
態
に
な
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
で
は
血
管
壁
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
、
そ
れ
が

破
裂
す
る
と
血
栓
と
い
う
血
液
の
塊

が
で
き
て
突
然
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
血
流
が
途
絶
え
て
20
分
以
上
経

過
す
る
と
心
筋
の
壊
死
が
始
ま
り
心

筋
梗
塞
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
症

状
は
激
し
い
胸
痛
・
冷
汗
・
嘔
吐
・

死
の
恐
怖
を
感
じ
た
り
、
危
険
な
不

整
脈
の
た
め
失
神
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
逆
に
糖
尿
病
を
お
持

ち
の
方
は
胸
痛
が
で
に
く
く
、
し
ば

ら
く
気
づ
か
れ
ず
に
い
る
こ
と
も
ま

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
閉
塞
し
た
血
管
は
早
期
に
血
流
を

回
復
さ
せ
る
と
、
心
筋
壊
死
の
範
囲

を
最
小
限
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
心
筋
梗
塞
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
血
流
を
再
開
さ
せ
る
血
行
再

建
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
院
で
は
心
筋
梗
塞
の
診
断
か
ら
30

分
以
内
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

始
め
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

②
狭
心
症

　
冠
動
脈
の
狭
窄
が
原
因
で
、
心
筋

壊
死
は
伴
わ
な
い
の
が
一
般
的
で

す
。
坂
道
や
階
段
を
昇
っ
た
時
な
ど

に
脈
拍
が
上
が
る
と
、
少
な
い
血
流

で
は
足
り
ず
に
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感

が
起
こ
り
ま
す
。
長
く
と
も
15
分
以

内
に
治
ま
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
起

こ
っ
た
り
症
状
が
治
ま
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
時
は
心
筋
梗
塞
の
前
兆

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
図
3
）

③
冠
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　
冠
動
脈
の
治
療
に
は
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
と
バ
イ
パ
ス
術
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

お
話
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
管
の

こ
と
で
す
が
、
手
首
・
肘
・
鼡
径
部

の
動
脈
か
ら
検
査
用
で
あ
れ
ば
1
ミ

リ
ち
ょ
っ
と
、
治
療
用
で
あ
れ
ば
2

ミ
リ
程
度
の
太
さ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

心
臓
ま
で
通
し
、
冠
動
脈
の
入
口
部

に
挿
入
し
て
造
影
剤
を
流
し
て
狭
窄

部
・
閉
塞
部
を
確
認
し
ま
す
。
治

療
す
る
血
管
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
通
過
さ
せ
、
血
管
内
超
音
波
で

病
変
部
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

（
図
4
）
血
栓
が
あ
る
場
合
は
血
栓

吸
引
を
行
い
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
で
拡
張
後
に
ス
テ
ン
ト
と
い

う
金
属
の
網
で
で
き
た
筒
を
冠
動

脈
内
に
留
置
し
ま
す
。（
図
5
）

　
近
年
で
は
再
狭
窄
を
予
防
す
る

薬
剤
を
塗
っ
た
薬
剤
溶
出
型
ス
テ

ン
ト
が
主
流
と
な
り
、
治
療
成
績

は
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
で
非
常
に
硬
く
な
っ

た
血
管
で
は
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

と
い
う
石
灰
化
を
削
る
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。（
図
6
）

　
狭
心
症
は
冠
動
脈
の
狭
窄
部
を

拡
張
す
れ
ば
症
状
が
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
心
筋
梗
塞
は
心
筋
壊

死
を
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と

に
不
整
脈
・
心
不
全
・
心
破
裂
な

ど
の
合
併
症
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
安
静
・
身
体
活
動
の
制
限

が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
一
般
的

に
狭
心
症
は
2
泊
3
日
、
急
性
心

筋
梗
塞
は
14
日
間
の
入
院
治
療
を

し
て
い
ま
す
。

し
て
命
に
係
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
図
９
は
左
心
房
に
で
き
た
血
栓

で
す
。
図
10
は
心
房
か
ら
流
れ
て

い
っ
た
血
栓
が
つ
ま
っ
て
起
こ
っ
た

脳
梗
塞
で
す
。
図
11
は
右
腎
に
は
造

影
剤
が
入
っ
て
白
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
左
腎
は
血
流
が
な
い
た
め
白
く

な
り
ま
せ
ん
。（
図
9
・
10
・
11
）

　
治
療
は
血
栓
溶
解
療
法
と
い
っ
て

血
栓
を
溶
か
す
薬
剤
を
点
滴
し
た

り
、
手
足
の
動
脈
で
あ
れ
ば
血
栓
を

取
り
除
く
血
栓
除
去
術
や
血
栓
吸
引

術
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
最
も
大
切

な
の
は
予
防
で
す
。
心
房
細
動
の
患

者
様
の
う
ち
心
房
内
血
栓
が
で
き
や

す
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
抗
凝
固
療

法
と
い
っ
て
血
液
を
固
ま
り
に
く
く

す
る
薬
を
内
服
し
た
ほ
う
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
深
部
静
脈
血
栓
症
と

　
　
　
　
　
肺
動
脈
血
栓
塞
栓

　
深
部
静
脈
血
栓
症
は
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
窮
屈
な
姿
勢
で
長
時
間
じ
っ

と
し
て
い
る
と
下
肢
の
静
脈
に
血
栓

が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
以
外
に
も
骨
盤
内
の
腫
瘍

な
ど
に
よ
る
静
脈
の
圧
迫
が
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
下

肢
が
腫
脹
し
て
痛
み
を
伴
い
ま
す

が
、
こ
の
血
栓
が
血
流
に
乗
っ
て
流

れ
て
行
き
、
肺
動
脈
に
つ
ま
る
と
非

常
に
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
大

き
な
血
栓
で
あ
れ
ば
突
然
死
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
図
12
は
肺
動
脈
に

詰
ま
っ
た
血
栓
が
黒
く
抜
け
て
見
え

ま
す
。

　
下
肢
静
脈
に
流
れ
て
行
き
そ
う
な

大
き
な
血
栓
が
あ
る
場
合
、
下
大
静

脈
フ
ィ
ル
タ
ー
を
留
置
し
て
血
栓
が

肺
動
脈
に
つ
ま
る
の
を
予
防
し
ま

す
。（
図
13
）

図 5　薬剤溶出型ステント図 7　閉塞性動脈硬化症（左外腸骨動脈の狭窄）

図 9　胸部 CT- 左心房内血栓

　
全
身
の
動
脈
・
静
脈
疾
患

図 3　狭心症（冠動脈の狭窄）図 4　血管内超音波画像

治療前 治療後

治療前 治療後

拡張前 拡張後

内頚動脈の狭窄（下左）と内頚動脈ステント留置術後（下右）

図 6　ロータブレーター

図 10　頭部MRI- 血栓に
　　　よる脳梗塞

図 11　腹部 CT- 血栓による左腎梗塞図 12　胸部 CT- 肺塞栓症図 13　下大静脈フィルター

石灰化という石のように硬い狭窄を高速
回転ドリルで削り、拡張しやすい状態に
します。

①

②

③

④

⑤

図 8　体表面超音波ガイドでの下肢動脈血管内治療 ( 左 )
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心
臓
に
栄
養
を
供
給
す
る
血
管

を
冠
動
脈
と
言
い
、
心
臓
の
表
面

を
走
行
す
る
動
脈
で
す
。（
図
1
）

　
虚
血
性
心
疾
患
と
は
冠
動
脈
の

血
流
が
悪
く
な
る
疾
患
の
総
称
で
、

大
き
く
分
け
る
と
心
筋
梗
塞
と
狭

心
症
が
あ
り
ま
す
。

①
心
筋
梗
塞

(

急
性
心
筋
梗
塞
・
陳
旧
性
心
筋
梗
塞)

　
心
臓
は
1
日
約
10
万
回
の
拍
動

①
動
脈
硬
化
性
疾
患

　
主
に
下
肢
動
脈
の
閉
塞
や
狭
窄

を
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
と
言
い
ま

す
。
歩
い
て
い
る
と
、
も
も
や
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
疲
れ
て
休
ま

な
い
と
歩
け
な
く
な
る
間
欠
性
跛

行
や
、
ひ
ど
く
な
る
と
足
の
壊
死

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
下
肢
動
脈

の
狭
窄
・
閉
塞
に
対
し
て
も
ス
テ

ン
ト
留
置
術
を
行
い
症
状
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
7
）

　
ま
た
、
当
院
で
は
脳
に
血
液
を

送
る
内
頚
動
脈
の
狭
窄
に
対
し
て

も
脳
神
経
外
科
で
内
頚
動
脈
内
膜

剥
離
術
・
循
環
器
内
科
で
内
頚
動

脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ま
に
関

し
て
両
科
で
適
し
た
治
療
を
検
討

し
て
い
ま
す
。（
図
8
）

②
急
性
動
脈
閉
塞
症

　
心
房
細
動
と
い
う
不
整
脈
が
原

因
で
心
臓
の
左
心
房
に
血
栓
が
で

き
、
全
身
の
色
々
な
動
脈
に
つ
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
の
は
脳
梗
塞
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
手
足
の
動
脈
・
腎
臓

の
動
脈
・
腸
の
動
脈
な
ど
が
閉
塞

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の
壁

は
心
筋
と
い
う
筋
肉
で
で
き
て
い
ま

す
が
、
手
足
の
筋
肉
と
異
な
っ
て
疲

労
し
て
筋
肉
痛
を
起
こ
す
こ
と
も
な

く
、
寝
て
い
る
間
も
休
み
な
く
勤
勉

に
動
き
続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ

か
の
臓
器
と
同
様
に
血
液
を
送
る
冠

動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
り
血
流
が
悪

く
な
る
と
虚
血
と
い
う
状
態
に
な
り

ま
す
。
動
脈
硬
化
で
は
血
管
壁
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
、
そ
れ
が

破
裂
す
る
と
血
栓
と
い
う
血
液
の
塊

が
で
き
て
突
然
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
血
流
が
途
絶
え
て
20
分
以
上
経

過
す
る
と
心
筋
の
壊
死
が
始
ま
り
心

筋
梗
塞
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
症

状
は
激
し
い
胸
痛
・
冷
汗
・
嘔
吐
・

死
の
恐
怖
を
感
じ
た
り
、
危
険
な
不

整
脈
の
た
め
失
神
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
逆
に
糖
尿
病
を
お
持

ち
の
方
は
胸
痛
が
で
に
く
く
、
し
ば

ら
く
気
づ
か
れ
ず
に
い
る
こ
と
も
ま

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
閉
塞
し
た
血
管
は
早
期
に
血
流
を

回
復
さ
せ
る
と
、
心
筋
壊
死
の
範
囲

を
最
小
限
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
心
筋
梗
塞
発
症
か
ら
6
時
間

以
内
に
血
流
を
再
開
さ
せ
る
血
行
再

建
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
院
で
は
心
筋
梗
塞
の
診
断
か
ら
30

分
以
内
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

始
め
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。（
図
２
）

②
狭
心
症

　
冠
動
脈
の
狭
窄
が
原
因
で
、
心
筋

壊
死
は
伴
わ
な
い
の
が
一
般
的
で

す
。
坂
道
や
階
段
を
昇
っ
た
時
な
ど

に
脈
拍
が
上
が
る
と
、
少
な
い
血
流

で
は
足
り
ず
に
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感

が
起
こ
り
ま
す
。
長
く
と
も
15
分
以

内
に
治
ま
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
起

こ
っ
た
り
症
状
が
治
ま
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
時
は
心
筋
梗
塞
の
前
兆

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
図
3
）

③
冠
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

　
冠
動
脈
の
治
療
に
は
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
と
バ
イ
パ
ス
術
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

お
話
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
と
は
管
の

こ
と
で
す
が
、
手
首
・
肘
・
鼡
径
部

の
動
脈
か
ら
検
査
用
で
あ
れ
ば
1
ミ

リ
ち
ょ
っ
と
、
治
療
用
で
あ
れ
ば
2

ミ
リ
程
度
の
太
さ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

心
臓
ま
で
通
し
、
冠
動
脈
の
入
口
部

に
挿
入
し
て
造
影
剤
を
流
し
て
狭
窄

部
・
閉
塞
部
を
確
認
し
ま
す
。
治

療
す
る
血
管
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
通
過
さ
せ
、
血
管
内
超
音
波
で

病
変
部
の
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

（
図
4
）
血
栓
が
あ
る
場
合
は
血
栓

吸
引
を
行
い
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
で
拡
張
後
に
ス
テ
ン
ト
と
い

う
金
属
の
網
で
で
き
た
筒
を
冠
動

脈
内
に
留
置
し
ま
す
。（
図
5
）

　
近
年
で
は
再
狭
窄
を
予
防
す
る

薬
剤
を
塗
っ
た
薬
剤
溶
出
型
ス
テ

ン
ト
が
主
流
と
な
り
、
治
療
成
績

は
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
で
非
常
に
硬
く
な
っ

た
血
管
で
は
、
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

と
い
う
石
灰
化
を
削
る
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。（
図
6
）

　
狭
心
症
は
冠
動
脈
の
狭
窄
部
を

拡
張
す
れ
ば
症
状
が
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
心
筋
梗
塞
は
心
筋
壊

死
を
起
こ
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と

に
不
整
脈
・
心
不
全
・
心
破
裂
な

ど
の
合
併
症
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
安
静
・
身
体
活
動
の
制
限

が
必
要
で
す
。
当
院
で
は
一
般
的

に
狭
心
症
は
2
泊
3
日
、
急
性
心

筋
梗
塞
は
14
日
間
の
入
院
治
療
を

し
て
い
ま
す
。

し
て
命
に
係
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
図
９
は
左
心
房
に
で
き
た
血
栓

で
す
。
図
10
は
心
房
か
ら
流
れ
て

い
っ
た
血
栓
が
つ
ま
っ
て
起
こ
っ
た

脳
梗
塞
で
す
。
図
11
は
右
腎
に
は
造

影
剤
が
入
っ
て
白
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
左
腎
は
血
流
が
な
い
た
め
白
く

な
り
ま
せ
ん
。（
図
9
・
10
・
11
）

　
治
療
は
血
栓
溶
解
療
法
と
い
っ
て

血
栓
を
溶
か
す
薬
剤
を
点
滴
し
た

り
、
手
足
の
動
脈
で
あ
れ
ば
血
栓
を

取
り
除
く
血
栓
除
去
術
や
血
栓
吸
引

術
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
最
も
大
切

な
の
は
予
防
で
す
。
心
房
細
動
の
患

者
様
の
う
ち
心
房
内
血
栓
が
で
き
や

す
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
抗
凝
固
療

法
と
い
っ
て
血
液
を
固
ま
り
に
く
く

す
る
薬
を
内
服
し
た
ほ
う
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
深
部
静
脈
血
栓
症
と

　
　
　
　
　
肺
動
脈
血
栓
塞
栓

　
深
部
静
脈
血
栓
症
は
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
窮
屈
な
姿
勢
で
長
時
間
じ
っ

と
し
て
い
る
と
下
肢
の
静
脈
に
血
栓

が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
以
外
に
も
骨
盤
内
の
腫
瘍

な
ど
に
よ
る
静
脈
の
圧
迫
が
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
下

肢
が
腫
脹
し
て
痛
み
を
伴
い
ま
す

が
、
こ
の
血
栓
が
血
流
に
乗
っ
て
流

れ
て
行
き
、
肺
動
脈
に
つ
ま
る
と
非

常
に
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
大

き
な
血
栓
で
あ
れ
ば
突
然
死
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
図
12
は
肺
動
脈
に

詰
ま
っ
た
血
栓
が
黒
く
抜
け
て
見
え

ま
す
。

　
下
肢
静
脈
に
流
れ
て
行
き
そ
う
な

大
き
な
血
栓
が
あ
る
場
合
、
下
大
静

脈
フ
ィ
ル
タ
ー
を
留
置
し
て
血
栓
が

肺
動
脈
に
つ
ま
る
の
を
予
防
し
ま

す
。（
図
13
）

図 5　薬剤溶出型ステント図 7　閉塞性動脈硬化症（左外腸骨動脈の狭窄）

図 9　胸部 CT- 左心房内血栓

　
全
身
の
動
脈
・
静
脈
疾
患

図 3　狭心症（冠動脈の狭窄）図 4　血管内超音波画像

治療前 治療後

治療前 治療後

拡張前 拡張後

内頚動脈の狭窄（下左）と内頚動脈ステント留置術後（下右）

図 6　ロータブレーター

図 10　頭部MRI- 血栓に
　　　よる脳梗塞

図 11　腹部 CT- 血栓による左腎梗塞図 12　胸部 CT- 肺塞栓症図 13　下大静脈フィルター

石灰化という石のように硬い狭窄を高速
回転ドリルで削り、拡張しやすい状態に
します。

①

②

③

④

⑤

図 8　体表面超音波ガイドでの下肢動脈血管内治療 ( 左 )
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こ
こ
か
ら
循
環
器
内
科
の
診
療
に

関
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
循
環
器
内
科
の
診
療
は
外
来
・
病

棟
・
心
臓
血
管
造
影
室
を
3
本
の
柱

と
し
て
い
ま
す
。

①
外
来

　
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
循

環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
一
緒

に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
循

環
器
内
科
で
は
地
域
連
携
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
地
域
の
先
生
方
か
ら
の

御
紹
介
は
必
ず
受
け
入
れ
、
必
要
な

専
門
治
療
を
行
っ
た
後
は
再
び
地
域

の
先
生
方
に
治
療
を
お
願
い
す
る
シ

ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。

②
病
棟

　
循
環
器
内
科
は
主
と
し
て
本
館
5

階
西
病
棟(

一
般
病
棟)

と
本
館
5

階
H
C
U
病
棟(

ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト)

を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
に
し
て
い

ま
す
。
本
館
5
階
H
C
U
は
C
C
U

(Coronary Care U
nit)

と
し
て
の

機
能
を
持
ち
、
急
性
心
筋
梗
塞
・
急

性
大
動
脈
解
離
・
重
症
心
不
全
・
重

症
不
整
脈
・
心
臓
血
管
外
科
の
手
術

後
な
ど
集
中
治
療
が
必
要
な
疾
患
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
循
環
器
内
科
で

は
一
般
病
棟
で
も
重
症
患
者
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
定

期
的
に
訓
練
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

危
険
な
不
整
脈
や
突
然
の
シ
ョ
ッ

ク
・
急
変
に
適
切
な
対
応
が
で
き
て

い
ま
す
。（
図
14
）

③
心
臓
血
管
造
影
室

　
循
環
器
内
科
で
は
心
臓
血
管
造
影

室
で
様
々
な
検
査
や
多
く
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
・
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
・

末
梢
動
脈
の
血
管
内
治
療
・
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術
は
長
野
県
内

で
１
・
２
の
症
例
数
で
あ
り
、
高
い

レ
ベ
ル
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
・

生
理
検
査
技
師
・
放
射
線
技
師
が
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
よ
り
心
臓
血
管
造

影
室
内
の
中
継
を
行
い
、
患
者
さ
ま

の
ご
家
族
に
検
査
・
治
療
中
の
映
像

や
音
声
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ま
は
ご
家
族
が
見
て
い
る
こ
と
で

安
心
感
が
得
ら
れ
、
ご
家
族
は
患
者

さ
ま
の
状
況
が
把
握
で
き
る
た
め

待
っ
て
い
る
間
の
不
安
が
軽
減
す
る

図 14

循
環
器
内
科
の
三
本
の
柱

充
実
し
た
医
療
機
器

と
い
う
効
果
が
あ
り
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
図
15
）

●
心
血
管
造
影
装
置

●
大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン

　
パ
ン
ピ
ン
グ
装
置

　（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
）

●
経
皮
的
心
肺
補
助
装
置

　（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）

●
電
気
的
除
細
動
装
置

●
体
外
式
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

●
血
管
内
超
音
波
装
置

●
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

　
　(

高
速
回
転
冠
動
脈
ア
テ
レ
ク
ト
ミ
ー)

●
ク
ロ
ッ
サ
ー
シ
ス
テ
ム

２
台
の
装
置
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
第

１
心
血
管
造
影
室
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社

製
、
第
２
心
血
管
造
影
室
は
島
津
社
製

の
最
新
機
能
を
備
え
た
装
置
を
毎
日
並

行
し
て
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
7

月
28
日
に
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行

い
、
被
爆
低
減
、
造
影
剤
削
減
、
検
査

時
間
短
縮
な
ど
患
者
さ
ま
の
負
担
低
減

を
図
り
ま
し
た
。

左
心
室
の
機
能
を
補
助
し
て
冠
動
脈
血

流
を
増
加
さ
せ
る
装
置
で
す
。

血
管
内
治
療
の
際
に
血
管
壁
の
状
態
や

サ
イ
ズ
を
評
価
し
ま
す
。
心
血
管
造
影

室
に
は
計
３
台
の
装
置
が
あ
り
ま
す
。

振
動
式
末
梢
血
管
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

シ
ス
テ
ム
で
す
。
下
肢
動
脈
の
石
灰
化

を
毎
秒
２
万
回
の
振
動
で
貫
通
す
る
装

置
で
す
。
長
野
県
内
で
も
数
台
し
か
な

い
最
新
装
置
で
す
。

脱
血
用
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
血
液
を
膜
型

人
工
肺
に
送
り
酸
素
化
し
、
遠
心
ポ
ン

プ
で
送
血
用
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
動
脈
に

送
り
込
む
装
置
で
す
。
心
停
止
や
そ
れ

に
近
い
状
態
で
も
数
日
間
の
循
環
動
態

を
維
持
で
き
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
致
死
的
不
整
脈
を
カ
ウ

ン
タ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療
し
ま
す
。
病

棟
・
外
来
・
第
1
心
血
管
造
影
室
・
第

２
心
血
管
造
影
室
に
配
置
し
て
い
ま

す
。

徐
脈
性
不
整
脈
で
失
神
な
ど
の
危
険
が

あ
る
時
に
ペ
ー
シ
ン
グ
リ
ー
ド
を
挿
入

し
体
外
式
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
接
続
し

て
、
正
常
な
脈
拍
を
保
ち
ま
す
。

冠
動
脈
の
石
灰
化
が
強
く
バ
ル
ー
ン
や

ス
テ
ン
ト
の
通
過
や
拡
張
が
困
難
な
時

に
、
硬
い
病
巣
を
削
り
取
る
ド
リ
ル
で

す
。
１
分
間
に
15
〜
20
万
回
転
と
い
う

高
速
で
冠
動
脈
内
で
回
転
さ
せ
ま
す
。

冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
・
冠
動
脈
バ
ル
ー
ン
・

血
栓
吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
・
下
大
静
脈
フ
ィ

ル
タ
ー
・
末
梢
動
脈
ス
テ
ン
ト
な
ど
あ

ら
ゆ
る
病
態
に
対
応
で
き
る
治
療
機
器

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

心
血
管
造
影
室
は
昨
年
５
月
に
完
成
し
た
本
館
棟
２
階
に
あ
り
、
緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

２
室
完
備
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
最
新
の
医
療
機
器
を
使
い
、
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

本館 5階 HCU 本館 5階西病棟

図 15　心血管造影室の家族待合室
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こ
こ
か
ら
循
環
器
内
科
の
診
療
に

関
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
循
環
器
内
科
の
診
療
は
外
来
・
病

棟
・
心
臓
血
管
造
影
室
を
3
本
の
柱

と
し
て
い
ま
す
。

①
外
来

　
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
循

環
器
内
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
一
緒

に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
循

環
器
内
科
で
は
地
域
連
携
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
地
域
の
先
生
方
か
ら
の

御
紹
介
は
必
ず
受
け
入
れ
、
必
要
な

専
門
治
療
を
行
っ
た
後
は
再
び
地
域

の
先
生
方
に
治
療
を
お
願
い
す
る
シ

ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。

②
病
棟

　
循
環
器
内
科
は
主
と
し
て
本
館
5

階
西
病
棟(

一
般
病
棟)

と
本
館
5

階
H
C
U
病
棟(

ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト)

を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
に
し
て
い

ま
す
。
本
館
5
階
H
C
U
は
C
C
U

(Coronary Care U
nit)

と
し
て
の

機
能
を
持
ち
、
急
性
心
筋
梗
塞
・
急

性
大
動
脈
解
離
・
重
症
心
不
全
・
重

症
不
整
脈
・
心
臓
血
管
外
科
の
手
術

後
な
ど
集
中
治
療
が
必
要
な
疾
患
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
循
環
器
内
科
で

は
一
般
病
棟
で
も
重
症
患
者
が
多
い

の
が
特
徴
で
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
定

期
的
に
訓
練
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

危
険
な
不
整
脈
や
突
然
の
シ
ョ
ッ

ク
・
急
変
に
適
切
な
対
応
が
で
き
て

い
ま
す
。（
図
14
）

③
心
臓
血
管
造
影
室

　
循
環
器
内
科
で
は
心
臓
血
管
造
影

室
で
様
々
な
検
査
や
多
く
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
・
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
・

末
梢
動
脈
の
血
管
内
治
療
・
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術
は
長
野
県
内

で
１
・
２
の
症
例
数
で
あ
り
、
高
い

レ
ベ
ル
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
・
臨
床
工
学
技
士
・

生
理
検
査
技
師
・
放
射
線
技
師
が
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
よ
り
心
臓
血
管
造

影
室
内
の
中
継
を
行
い
、
患
者
さ
ま

の
ご
家
族
に
検
査
・
治
療
中
の
映
像

や
音
声
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ま
は
ご
家
族
が
見
て
い
る
こ
と
で

安
心
感
が
得
ら
れ
、
ご
家
族
は
患
者

さ
ま
の
状
況
が
把
握
で
き
る
た
め

待
っ
て
い
る
間
の
不
安
が
軽
減
す
る

図 14

循
環
器
内
科
の
三
本
の
柱

充
実
し
た
医
療
機
器

と
い
う
効
果
が
あ
り
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
図
15
）
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内
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ペ
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●
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装
置

●
ロ
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高
速
回
転
冠
動
脈
ア
テ
レ
ク
ト
ミ
ー)

●
ク
ロ
ッ
サ
ー
シ
ス
テ
ム

２
台
の
装
置
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
第

１
心
血
管
造
影
室
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社

製
、
第
２
心
血
管
造
影
室
は
島
津
社
製

の
最
新
機
能
を
備
え
た
装
置
を
毎
日
並

行
し
て
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
7

月
28
日
に
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行

い
、
被
爆
低
減
、
造
影
剤
削
減
、
検
査

時
間
短
縮
な
ど
患
者
さ
ま
の
負
担
低
減

を
図
り
ま
し
た
。

左
心
室
の
機
能
を
補
助
し
て
冠
動
脈
血

流
を
増
加
さ
せ
る
装
置
で
す
。

血
管
内
治
療
の
際
に
血
管
壁
の
状
態
や

サ
イ
ズ
を
評
価
し
ま
す
。
心
血
管
造
影

室
に
は
計
３
台
の
装
置
が
あ
り
ま
す
。

振
動
式
末
梢
血
管
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

シ
ス
テ
ム
で
す
。
下
肢
動
脈
の
石
灰
化

を
毎
秒
２
万
回
の
振
動
で
貫
通
す
る
装

置
で
す
。
長
野
県
内
で
も
数
台
し
か
な

い
最
新
装
置
で
す
。

脱
血
用
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
血
液
を
膜
型

人
工
肺
に
送
り
酸
素
化
し
、
遠
心
ポ
ン

プ
で
送
血
用
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
動
脈
に

送
り
込
む
装
置
で
す
。
心
停
止
や
そ
れ

に
近
い
状
態
で
も
数
日
間
の
循
環
動
態

を
維
持
で
き
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
致
死
的
不
整
脈
を
カ
ウ

ン
タ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療
し
ま
す
。
病

棟
・
外
来
・
第
1
心
血
管
造
影
室
・
第

２
心
血
管
造
影
室
に
配
置
し
て
い
ま

す
。

徐
脈
性
不
整
脈
で
失
神
な
ど
の
危
険
が

あ
る
時
に
ペ
ー
シ
ン
グ
リ
ー
ド
を
挿
入

し
体
外
式
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
接
続
し

て
、
正
常
な
脈
拍
を
保
ち
ま
す
。

冠
動
脈
の
石
灰
化
が
強
く
バ
ル
ー
ン
や

ス
テ
ン
ト
の
通
過
や
拡
張
が
困
難
な
時

に
、
硬
い
病
巣
を
削
り
取
る
ド
リ
ル
で

す
。
１
分
間
に
15
〜
20
万
回
転
と
い
う

高
速
で
冠
動
脈
内
で
回
転
さ
せ
ま
す
。

冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
・
冠
動
脈
バ
ル
ー
ン
・

血
栓
吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
・
下
大
静
脈
フ
ィ

ル
タ
ー
・
末
梢
動
脈
ス
テ
ン
ト
な
ど
あ

ら
ゆ
る
病
態
に
対
応
で
き
る
治
療
機
器

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

心
血
管
造
影
室
は
昨
年
５
月
に
完
成
し
た
本
館
棟
２
階
に
あ
り
、
緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

２
室
完
備
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
最
新
の
医
療
機
器
を
使
い
、
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

本館 5階 HCU 本館 5階西病棟

図 15　心血管造影室の家族待合室
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現
在
、
心
臓
血
管
外
科
は
常
勤
医

2
名
、
非
常
勤
医
2
名
の
体
制
で
、

虚
血
性
心
疾
患
、
弁
膜
症
、
大
動
脈

瘤
や
大
動
脈
解
離
と
い
っ
た
心
大
血

管
疾
患
の
外
科
治
療
を
中
心
に
、
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
や
、
下
肢
静
脈
瘤

な
ど
の
静
脈
疾
患
、
人
工
透
析
の
際

①
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

　
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚

血
性
心
疾
患
に
お
い
て
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
な

病
変
（
冠
動
脈
3
領
域
す
べ
て
に
狭

窄
が
あ
る
場
合
や
、
冠
動
脈
の
近
位

病
変
、
閉
塞
血
管
な
ど
）
の
場
合
、

自
家
動
静
脈
を
使
用
し
た
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
を
行
い
ま
す
。

　
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
は
50
年
の
歴

史
が
あ
る
確
立
さ
れ
た
治
療
法
で
、

長
期
に
わ
た
る
有
効
性
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
、〈
体
に

や
さ
し
い
手
術
〉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

オ
フ
・
ポ
ン
プ
（
人
工
心
肺
装
置

を
使
用
し
な
い
）
バ
イ
パ
ス
術
（
Ｏ

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
＝
オ
プ
キ
ャ
ブ
）
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
は
、
心
臓
が
動
い

て
い
る
状
態
で
血
管
の
吻
合
を
す

る
外
科
医
の
技
量
の
み
な
ら
ず
、

術
中
の
血
行
動
態
を
維
持
す
る
麻

酔
科
医
、
遅
滞
な
く
手
術
を
介
助

す
る
看
護
師
や
、
緊
急
時
人
工
心

肺
使
用
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に

備
え
る
臨
床
工
学
技
士
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
手
術
室
全
体
の
総
合
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
単
独
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
に
お
け
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｂ
率
96
％
、
今
年
も
今
日
ま
で
、

高
度
左
室
機
能
低
下
が
あ
り
、
は

じ
め
か
ら
人
工
心
肺
装
置
を
使
用

し
た
1
例
を
除
く
、
17
例
す
べ
て

に
お
い
て
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
で
手
術
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
循
環
器
内
科
は
緊
急
入
院
が
非

常
に
多
い
科
で
す
。
循
環
器
内
科

へ
の
入
院
が
必
要
な
場
合
は
必
ず

受
け
入
れ
、
適
切
な
治
療
を
で
き

る
だ
け
早
く
行
う
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
度
の

心
血
管
造
影
室
に
お
け
る
検
査
・

治
療
件
数
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　
冠
動
脈
治
療
は
急
性
心
筋
梗
塞

や
不
安
定
狭
心
症
か
ら
安
定
狭
心

　
循
環
器
内
科
で
治
療
す
る
疾
患

は
生
命
に
直
結
す
る
こ
と
が
多
く
、

ス
ピ
ー
ド
と
確
実
性
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
各
自

が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

最
善
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
ま
す
。
不
安
な
症
状

や
検
査
の
異
常
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
て

い
た
だ
く
か
循
環
器
内
科
外
来
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。

症
、
無
症
候
性
心
筋
虚
血
が
対
象

で
す
。
前
頁
の
治
療
機
器
を
駆
使

し
て
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
下
肢
動
脈
の
血
管
内
治
療
、
特

に
長
い
慢
性
完
全
閉
塞
で
は
体
表

面
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
で
の
治
療
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
生
理
検
査
技

師
が
下
肢
の
表
面
に
超
音
波
プ

ロ
ー
ベ
を
あ
て
て
動
脈
と
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
を
描
出
し
、
そ
の
画
像

を
見
な
が
ら
閉
塞
血
管
に
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
を
通
過
さ
せ
ま
す
。

　
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
で
治
療
を
行
う

こ
と
に
よ
り
血
管
内
の
よ
り
良
い

場
所
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を
通
過

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
治
療
成
績

も
か
な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
内
頚
動
脈
狭
窄
症
の
治
療
の
一

つ
と
し
て
、
内
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト

留
置
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
神

経
外
科
で
は
内
頚
動
脈
内
膜
剥
離

術
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
症
例
ご

と
に
両
科
で
相
談
し
て
適
切
な
治

療
を
選
択
し
ま
す
。

　
左
心
室
収
縮
力
が
著
し
く
低
下

し
て
い
る
拡
張
型
心
筋
症
な
ど
の

患
者
様
に
対
し
て
、
両
室
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー(CRT-P)

の
植
え
込
み
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
両
室
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術
は
心
室
再

同
期
療
法
と
い
わ
れ
右
心
室
・
左
心

室
の
ペ
ー
シ
ン
グ
で
左
心
室
の
収
縮

力
を
改
善
す
る
治
療
で
す
。
危
険
な

不
整
脈
を
伴
う
場
合
は
、
除
細
動
機

能
付
両
室
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

(CRTD
)

を
選
択
し
ま
す
。

循環器内科医師
部長　矢彦沢　久美子
医長　橋詰　直人
医師　小塚　綾子
医師　丸山　拓哉
医師　平林　正男
医師　神﨑　佑介

心
臓
血
管
外
科
で
行
う

代
表
的
な
手
術

循
環
器
内
科
の
取
り
組
み

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

最
善
の
治
療
を

2015 年度の心血管造影室における検査・治療件数

2015 年　心臓血管外科手術症例数
総計　151 件

単独冠動脈バイパス術
25 件（17％）

弁膜症手術
32 件（21%）

大血管手術
31 件（20%）その他の心臓手術

1件（1%）

末梢血管手術
4件（3%）

下肢静脈瘤
9件（6%）

透析関連手術
49 件（32%）

心臓血管外科
医長

名倉　里織
なぐら　　　さおり

総件数 1281件

緊急 141件

冠動脈造影 982件

冠動脈ステント留置術・形成術 434件

末梢動脈の血管内治療 148件

不整脈のカテーテルアブレーション 23件

ペースメーカー植え込み術 68件

心臓血管センター特
集

の
シ
ャ
ン
ト
手
術
な
ど
、
種
々
の
血

管
疾
患
に
対
す
る
外
科
治
療
も
担
っ

て
い
ま
す
。

②
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現
在
、
心
臓
血
管
外
科
は
常
勤
医

2
名
、
非
常
勤
医
2
名
の
体
制
で
、

虚
血
性
心
疾
患
、
弁
膜
症
、
大
動
脈

瘤
や
大
動
脈
解
離
と
い
っ
た
心
大
血

管
疾
患
の
外
科
治
療
を
中
心
に
、
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
や
、
下
肢
静
脈
瘤

な
ど
の
静
脈
疾
患
、
人
工
透
析
の
際

①
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術

　
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚

血
性
心
疾
患
に
お
い
て
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
な

病
変
（
冠
動
脈
3
領
域
す
べ
て
に
狭

窄
が
あ
る
場
合
や
、
冠
動
脈
の
近
位

病
変
、
閉
塞
血
管
な
ど
）
の
場
合
、

自
家
動
静
脈
を
使
用
し
た
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
を
行
い
ま
す
。

　
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
は
50
年
の
歴

史
が
あ
る
確
立
さ
れ
た
治
療
法
で
、

長
期
に
わ
た
る
有
効
性
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
、〈
体
に

や
さ
し
い
手
術
〉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

オ
フ
・
ポ
ン
プ
（
人
工
心
肺
装
置

を
使
用
し
な
い
）
バ
イ
パ
ス
術
（
Ｏ

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
＝
オ
プ
キ
ャ
ブ
）
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
は
、
心
臓
が
動
い

て
い
る
状
態
で
血
管
の
吻
合
を
す

る
外
科
医
の
技
量
の
み
な
ら
ず
、

術
中
の
血
行
動
態
を
維
持
す
る
麻

酔
科
医
、
遅
滞
な
く
手
術
を
介
助

す
る
看
護
師
や
、
緊
急
時
人
工
心

肺
使
用
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に

備
え
る
臨
床
工
学
技
士
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
手
術
室
全
体
の
総
合
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
単
独
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
に
お
け
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｂ
率
96
％
、
今
年
も
今
日
ま
で
、

高
度
左
室
機
能
低
下
が
あ
り
、
は

じ
め
か
ら
人
工
心
肺
装
置
を
使
用

し
た
1
例
を
除
く
、
17
例
す
べ
て

に
お
い
て
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
で
手
術
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
循
環
器
内
科
は
緊
急
入
院
が
非

常
に
多
い
科
で
す
。
循
環
器
内
科

へ
の
入
院
が
必
要
な
場
合
は
必
ず

受
け
入
れ
、
適
切
な
治
療
を
で
き

る
だ
け
早
く
行
う
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
度
の

心
血
管
造
影
室
に
お
け
る
検
査
・

治
療
件
数
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　
冠
動
脈
治
療
は
急
性
心
筋
梗
塞

や
不
安
定
狭
心
症
か
ら
安
定
狭
心

　
循
環
器
内
科
で
治
療
す
る
疾
患

は
生
命
に
直
結
す
る
こ
と
が
多
く
、

ス
ピ
ー
ド
と
確
実
性
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
と
と
も
に
チ
ー
ム
医
療

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
心

臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
各
自

が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

最
善
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
ま
す
。
不
安
な
症
状

や
検
査
の
異
常
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
て

い
た
だ
く
か
循
環
器
内
科
外
来
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。

症
、
無
症
候
性
心
筋
虚
血
が
対
象

で
す
。
前
頁
の
治
療
機
器
を
駆
使

し
て
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
下
肢
動
脈
の
血
管
内
治
療
、
特

に
長
い
慢
性
完
全
閉
塞
で
は
体
表

面
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
で
の
治
療
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
生
理
検
査
技

師
が
下
肢
の
表
面
に
超
音
波
プ

ロ
ー
ベ
を
あ
て
て
動
脈
と
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
を
描
出
し
、
そ
の
画
像

を
見
な
が
ら
閉
塞
血
管
に
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
を
通
過
さ
せ
ま
す
。

　
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
で
治
療
を
行
う

こ
と
に
よ
り
血
管
内
の
よ
り
良
い

場
所
に
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を
通
過

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
治
療
成
績

も
か
な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
内
頚
動
脈
狭
窄
症
の
治
療
の
一

つ
と
し
て
、
内
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト

留
置
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
脳
神

経
外
科
で
は
内
頚
動
脈
内
膜
剥
離

術
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
症
例
ご

と
に
両
科
で
相
談
し
て
適
切
な
治

療
を
選
択
し
ま
す
。

　
左
心
室
収
縮
力
が
著
し
く
低
下

し
て
い
る
拡
張
型
心
筋
症
な
ど
の

患
者
様
に
対
し
て
、
両
室
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー(CRT-P)

の
植
え
込
み
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
両
室
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術
は
心
室
再

同
期
療
法
と
い
わ
れ
右
心
室
・
左
心

室
の
ペ
ー
シ
ン
グ
で
左
心
室
の
収
縮

力
を
改
善
す
る
治
療
で
す
。
危
険
な

不
整
脈
を
伴
う
場
合
は
、
除
細
動
機

能
付
両
室
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

(CRTD
)

を
選
択
し
ま
す
。

循環器内科医師
部長　矢彦沢　久美子
医長　橋詰　直人
医師　小塚　綾子
医師　丸山　拓哉
医師　平林　正男
医師　神﨑　佑介

心
臓
血
管
外
科
で
行
う

代
表
的
な
手
術

循
環
器
内
科
の
取
り
組
み

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

最
善
の
治
療
を

2015 年度の心血管造影室における検査・治療件数

2015 年　心臓血管外科手術症例数
総計　151 件

単独冠動脈バイパス術
25 件（17％）

弁膜症手術
32 件（21%）

大血管手術
31 件（20%）その他の心臓手術

1件（1%）

末梢血管手術
4件（3%）

下肢静脈瘤
9件（6%）

透析関連手術
49 件（32%）

心臓血管外科
医長

名倉　里織
なぐら　　　さおり

総件数 1281件

緊急 141件

冠動脈造影 982件

冠動脈ステント留置術・形成術 434件

末梢動脈の血管内治療 148件

不整脈のカテーテルアブレーション 23件

ペースメーカー植え込み術 68件

心臓血管センター特
集

の
シ
ャ
ン
ト
手
術
な
ど
、
種
々
の
血

管
疾
患
に
対
す
る
外
科
治
療
も
担
っ

て
い
ま
す
。

②
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狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚

血
性
心
疾
患
に
お
い
て
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
な

病
変
（
冠
動
脈
3
領
域
す
べ
て
に
狭

窄
が
あ
る
場
合
や
、
冠
動
脈
の
近
位

病
変
、
閉
塞
血
管
な
ど
）
の
場
合
、

自
家
動
静
脈
を
使
用
し
た
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
を
行
い
ま
す
。

　
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
は
50
年
の
歴

史
が
あ
る
確
立
さ
れ
た
治
療
法
で
、

②
弁
膜
症
手
術

　
　
　（弁
置
換
・
弁
形
成
）

　
全
身
の
血
液
循
環
を
担
う
ポ
ン
プ

の
役
割
を
果
た
す
の
が
心
臓
で
す

が
、
血
液
循
環
を
一
定
方
向
に
向
か

わ
せ
る
た
め
、
心
臓
の
中
に
は
大
動

脈
弁
や
僧
帽
弁
と
い
っ
た
逆
流
防
止

③
大
動
脈
疾
患
に
対
す
る
手
術

　（人
工
血
管
置
換
術
・

　
　
　ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
）

　
動
脈
硬
化
や
炎
症
な
ど
種
々
の

原
因
で
脆
く
な
っ
た
動
脈
の
壁
が

膨
ら
ん
だ
状
態
と
な
る
大
動
脈
瘤

や
、
３
層
構
造
か
ら
な
る
大
動
脈

の
最
内
層
の
膜
（
内
膜
）
に
亀
裂

が
入
り
、
そ
こ
か
ら
血
管
内
に
流

入
し
た
血
流
に
よ
り
血
管
が
縦
に

裂
け
て
し
ま
う
大
動
脈
解
離
な
ど
、

血
管
の
太
さ
や
膨
ら
ん
だ
部
分
の

形
、
病
変
の
部
位
に
よ
っ
て
は
外

科
的
な
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
心
臓
の
近
く
の
血
管
が
裂
け

て
し
ま
っ
て
い
る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
A
型
と
呼
ば
れ
る
大
動
脈
解
離

で
は
、
破
裂
や
心
臓
や
脳
な
ど
主

要
血
管
の
血
流
障
害
を
き
た
す
可

能
性
が
高
く
緊
急
手
術
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
急
性
大
動
脈
解
離
や

大
動
脈
瘤
破
裂
な
ど
、
大
動
脈
緊

急
症
を
は
じ
め
と
し
た
救
急
疾
患

に
対
し
、
救
急
部
・
手
術
部
と
連

携
し
て
24
時
間
対
応
可
能
な
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
2
0
1
2
年
に
腹

部
お
よ
び
胸
部
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
実
施
施
設
の
認
定
を
受
け
、

　
2
0
1
2
年
よ
り
、
麻
酔
科
・

手
術
部
な
ど
の
協
力
も
あ
り
、
24

時
間
緊
急
手
術
へ
の
対
応
が
可
能

と
な
り
、
当
科
の
手
術
件
数
は
飛

躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
例
年
80
例
超
の
心
大
血
管
手
術

を
行
う
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
4
月
に
常
勤
医
師
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
が
、
治
療
体
制
に

は
大
き
な
変
更
は
な
く
、
手
術
件

数
も
例
年
ど
お
り
あ
る
い
は
昨
年

同
治
療
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き

ま
し
た
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿

術
は
、
足
の
付
け
根
を
3
㎝
ほ
ど
切

開
し
て
、
大
腿
動
脈
と
い
う
足
の
付

け
根
の
と
こ
ろ
を
走
行
す
る
動
脈
か

ら
、
血
管
の
内
側
に
ス
テ
ン
ト
と
言

わ
れ
る
骨
格
を
持
っ
た
人
工
血
管
を

折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
挿
入
し
、
動

脈
瘤
の
部
分
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に

人
工
血
管
を
留
置
す
る
、
低
侵
襲
な

大
動
脈
瘤
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法

で
す
。
血
管
の
走
行
な
ど
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
動
脈
瘤
に
対

応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
最
近
で
は
デ
バ
イ
ス
の
改
良
も

あ
り
、
当
科
に
お
け
る
動
脈
瘤
治
療

の
半
数
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
に
よ

る
治
療
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

弁
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
弁

機
能
に
異
常
を
き
た
し
た
病
態
を
弁

膜
症
と
い
い
、
高
度
な
場
合
に
は
外

科
的
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
心

臓
内
の
弁
を
治
療
す
る
弁
膜
症
手
術

に
お
い
て
は
、
心
臓
を
止
め
て
手
術

を
行
う
た
め
、
人
工
心
肺
装
置
を
体

に
装
着
し
て
機
械
で
血
液
の
循
環
を

お
ぎ
な
い
手
術
を
行
い
ま
す
。近
年
、

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
増
加
と
と
も

に
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
患
者
さ
ま

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
65
歳
以
上
の

方
の
2
〜
4
％
は
大
動
脈
弁
狭
窄
症

の
診
断
が
つ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
科
で
行
う
弁
膜
症
手
術
の
お
よ

そ
半
数
は
大
動
脈
弁
置
換
術
で
す
。

弁
置
換
術
に
使
用
す
る
人
工
弁
に
は

機
械
弁
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ボ
ン
製
の

も
の
、
生
体
弁
と
呼
ば
れ
る
ウ
シ
心

膜
弁
・
ブ
タ
大
動
脈
弁
が
あ
り
ま
す

が
、
機
械
弁
の
場
合
に
は
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
に
よ
る
抗
凝
固
療
法
が
必
要
と

な
り
、
生
体
弁
の
場
合
に
は
耐
用
年

数
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
年
齢
や
背

景
因
子
、
患
者
さ
ま
の
意
見
な
ど
を

十
分
考
慮
し
た
上
で
、
十
分
な
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
上
で
、
使

用
す
る
人
工
弁
の
選
択
を
し
て
い
ま

3D-CT でみた
冠動脈バイパス術後
の血管の状態

ステントグラフトによる腹部大動脈瘤の治療

術前 術後

長
期
に
わ
た
る
有
効
性
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
、〈
体
に

や
さ
し
い
手
術
〉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

オ
フ
・
ポ
ン
プ
（
人
工
心
肺
装
置

を
使
用
し
な
い
）
バ
イ
パ
ス
術
（
Ｏ

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
＝
オ
プ
キ
ャ
ブ
）
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
は
、
心
臓
が
動
い

て
い
る
状
態
で
血
管
の
吻
合
を
す

る
外
科
医
の
技
量
の
み
な
ら
ず
、

術
中
の
血
行
動
態
を
維
持
す
る
麻

酔
科
医
、
遅
滞
な
く
手
術
を
介
助

す
る
看
護
師
や
、
緊
急
時
人
工
心

肺
使
用
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に

備
え
る
臨
床
工
学
技
士
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
手
術
室
全
体
の
総
合
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
単
独
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
に
お
け
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｂ
率
96
％
、
今
年
も
今
日
ま
で
、

高
度
左
室
機
能
低
下
が
あ
り
、
は

じ
め
か
ら
人
工
心
肺
装
置
を
使
用

し
た
1
例
を
除
く
、
17
例
す
べ
て

に
お
い
て
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
で
手
術
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
迅
速
か
つ
的
確
に

（2016 年は８月までの実数）

当院における心臓大血管手術症例数
（2016 年度は 8 月までの実績）

機械弁

生体弁

カーボン製、耐久性に優れる

ウシ心膜・ブタ大動脈弁などの
生体材料、抗血栓性に優れる

す
。
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
に
お
い
て

は
、
弁
の
組
織
の
異
常
が
軽
度
で
あ

れ
ば
、
自
己
弁
を
利
用
し
て
弁
を
治

す
手
術
、
弁
形
成
を
行
い
ま
す
。

を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
体
制
と
な
っ
て
の
4
月
か

ら
8
月
ま
で
の
5
か
月
間
に
、
心

臓
手
術
24
件
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

A
型
急
性
大
動
脈
解
離
2
件
を
含

む
大
血
管
手
術
15
件
、
そ
の
他
種
々

の
血
管
手
術
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
手

術
関
連
死
亡
な
く
、
す
べ
て
の
患

者
さ
ま
が
、
無
事
治
療
を
完
遂
し

自
宅
退
院
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
迅
速
か
つ
的
確
に
、
安
全
で

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
外
科
治
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

心臓血管外科医師
医長　名倉    里織
医師　坂田    公正

OPCAB では、 陰圧がかかる吸盤がついたデバイス （　　） を動いている

心臓に吸い付け、 心臓の壁の一部分だけを固定しながら血管の吻合を

します。 血管の中を流れる血液に二酸化炭素を吹き付けて血液を吹き

飛ばしながら、 0.04 ㎜程の細いポリプロピレン糸で血管をつなぎあわせま

す （糸見えますか？）。

特集　心臓血管センター
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狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
虚

血
性
心
疾
患
に
お
い
て
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
な

病
変
（
冠
動
脈
3
領
域
す
べ
て
に
狭

窄
が
あ
る
場
合
や
、
冠
動
脈
の
近
位

病
変
、
閉
塞
血
管
な
ど
）
の
場
合
、

自
家
動
静
脈
を
使
用
し
た
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
を
行
い
ま
す
。

　
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
は
50
年
の
歴

史
が
あ
る
確
立
さ
れ
た
治
療
法
で
、

②
弁
膜
症
手
術

　
　
　（弁
置
換
・
弁
形
成
）

　
全
身
の
血
液
循
環
を
担
う
ポ
ン
プ

の
役
割
を
果
た
す
の
が
心
臓
で
す

が
、
血
液
循
環
を
一
定
方
向
に
向
か

わ
せ
る
た
め
、
心
臓
の
中
に
は
大
動

脈
弁
や
僧
帽
弁
と
い
っ
た
逆
流
防
止

③
大
動
脈
疾
患
に
対
す
る
手
術

　（人
工
血
管
置
換
術
・

　
　
　ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
）

　
動
脈
硬
化
や
炎
症
な
ど
種
々
の

原
因
で
脆
く
な
っ
た
動
脈
の
壁
が

膨
ら
ん
だ
状
態
と
な
る
大
動
脈
瘤

や
、
３
層
構
造
か
ら
な
る
大
動
脈

の
最
内
層
の
膜
（
内
膜
）
に
亀
裂

が
入
り
、
そ
こ
か
ら
血
管
内
に
流

入
し
た
血
流
に
よ
り
血
管
が
縦
に

裂
け
て
し
ま
う
大
動
脈
解
離
な
ど
、

血
管
の
太
さ
や
膨
ら
ん
だ
部
分
の

形
、
病
変
の
部
位
に
よ
っ
て
は
外

科
的
な
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
心
臓
の
近
く
の
血
管
が
裂
け

て
し
ま
っ
て
い
る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
A
型
と
呼
ば
れ
る
大
動
脈
解
離

で
は
、
破
裂
や
心
臓
や
脳
な
ど
主

要
血
管
の
血
流
障
害
を
き
た
す
可

能
性
が
高
く
緊
急
手
術
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
急
性
大
動
脈
解
離
や

大
動
脈
瘤
破
裂
な
ど
、
大
動
脈
緊

急
症
を
は
じ
め
と
し
た
救
急
疾
患

に
対
し
、
救
急
部
・
手
術
部
と
連

携
し
て
24
時
間
対
応
可
能
な
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
2
0
1
2
年
に
腹

部
お
よ
び
胸
部
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
実
施
施
設
の
認
定
を
受
け
、

　
2
0
1
2
年
よ
り
、
麻
酔
科
・

手
術
部
な
ど
の
協
力
も
あ
り
、
24

時
間
緊
急
手
術
へ
の
対
応
が
可
能

と
な
り
、
当
科
の
手
術
件
数
は
飛

躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
例
年
80
例
超
の
心
大
血
管
手
術

を
行
う
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
4
月
に
常
勤
医
師
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
が
、
治
療
体
制
に

は
大
き
な
変
更
は
な
く
、
手
術
件

数
も
例
年
ど
お
り
あ
る
い
は
昨
年

同
治
療
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き

ま
し
た
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿

術
は
、
足
の
付
け
根
を
3
㎝
ほ
ど
切

開
し
て
、
大
腿
動
脈
と
い
う
足
の
付

け
根
の
と
こ
ろ
を
走
行
す
る
動
脈
か

ら
、
血
管
の
内
側
に
ス
テ
ン
ト
と
言

わ
れ
る
骨
格
を
持
っ
た
人
工
血
管
を

折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
挿
入
し
、
動

脈
瘤
の
部
分
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に

人
工
血
管
を
留
置
す
る
、
低
侵
襲
な

大
動
脈
瘤
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法

で
す
。
血
管
の
走
行
な
ど
に
左
右
さ

れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
動
脈
瘤
に
対

応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
最
近
で
は
デ
バ
イ
ス
の
改
良
も

あ
り
、
当
科
に
お
け
る
動
脈
瘤
治
療

の
半
数
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
に
よ

る
治
療
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

弁
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
弁

機
能
に
異
常
を
き
た
し
た
病
態
を
弁

膜
症
と
い
い
、
高
度
な
場
合
に
は
外

科
的
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
心

臓
内
の
弁
を
治
療
す
る
弁
膜
症
手
術

に
お
い
て
は
、
心
臓
を
止
め
て
手
術

を
行
う
た
め
、
人
工
心
肺
装
置
を
体

に
装
着
し
て
機
械
で
血
液
の
循
環
を

お
ぎ
な
い
手
術
を
行
い
ま
す
。近
年
、

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
増
加
と
と
も

に
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
患
者
さ
ま

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
65
歳
以
上
の

方
の
2
〜
4
％
は
大
動
脈
弁
狭
窄
症

の
診
断
が
つ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
科
で
行
う
弁
膜
症
手
術
の
お
よ

そ
半
数
は
大
動
脈
弁
置
換
術
で
す
。

弁
置
換
術
に
使
用
す
る
人
工
弁
に
は

機
械
弁
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ボ
ン
製
の

も
の
、
生
体
弁
と
呼
ば
れ
る
ウ
シ
心

膜
弁
・
ブ
タ
大
動
脈
弁
が
あ
り
ま
す

が
、
機
械
弁
の
場
合
に
は
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
に
よ
る
抗
凝
固
療
法
が
必
要
と

な
り
、
生
体
弁
の
場
合
に
は
耐
用
年

数
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
年
齢
や
背

景
因
子
、
患
者
さ
ま
の
意
見
な
ど
を

十
分
考
慮
し
た
上
で
、
十
分
な
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
上
で
、
使

用
す
る
人
工
弁
の
選
択
を
し
て
い
ま

3D-CT でみた
冠動脈バイパス術後
の血管の状態

ステントグラフトによる腹部大動脈瘤の治療

術前 術後

長
期
に
わ
た
る
有
効
性
も
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
、〈
体
に

や
さ
し
い
手
術
〉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

オ
フ
・
ポ
ン
プ
（
人
工
心
肺
装
置

を
使
用
し
な
い
）
バ
イ
パ
ス
術
（
Ｏ

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
＝
オ
プ
キ
ャ
ブ
）
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
は
、
心
臓
が
動
い

て
い
る
状
態
で
血
管
の
吻
合
を
す

る
外
科
医
の
技
量
の
み
な
ら
ず
、

術
中
の
血
行
動
態
を
維
持
す
る
麻

酔
科
医
、
遅
滞
な
く
手
術
を
介
助

す
る
看
護
師
や
、
緊
急
時
人
工
心

肺
使
用
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
に

備
え
る
臨
床
工
学
技
士
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
手
術
室
全
体
の
総
合
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
単
独
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
に
お
け
る
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ａ
Ｂ
率
96
％
、
今
年
も
今
日
ま
で
、

高
度
左
室
機
能
低
下
が
あ
り
、
は

じ
め
か
ら
人
工
心
肺
装
置
を
使
用

し
た
1
例
を
除
く
、
17
例
す
べ
て

に
お
い
て
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｂ
で
手
術
完

遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
迅
速
か
つ
的
確
に

（2016 年は８月までの実数）

当院における心臓大血管手術症例数
（2016 年度は 8 月までの実績）

機械弁

生体弁

カーボン製、耐久性に優れる

ウシ心膜・ブタ大動脈弁などの
生体材料、抗血栓性に優れる

す
。
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
に
お
い
て

は
、
弁
の
組
織
の
異
常
が
軽
度
で
あ

れ
ば
、
自
己
弁
を
利
用
し
て
弁
を
治

す
手
術
、
弁
形
成
を
行
い
ま
す
。

を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
体
制
と
な
っ
て
の
4
月
か

ら
8
月
ま
で
の
5
か
月
間
に
、
心

臓
手
術
24
件
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

A
型
急
性
大
動
脈
解
離
2
件
を
含

む
大
血
管
手
術
15
件
、
そ
の
他
種
々

の
血
管
手
術
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
手

術
関
連
死
亡
な
く
、
す
べ
て
の
患

者
さ
ま
が
、
無
事
治
療
を
完
遂
し

自
宅
退
院
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
迅
速
か
つ
的
確
に
、
安
全
で

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
外
科
治
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

心臓血管外科医師
医長　名倉    里織
医師　坂田    公正

OPCAB では、 陰圧がかかる吸盤がついたデバイス （　　） を動いている

心臓に吸い付け、 心臓の壁の一部分だけを固定しながら血管の吻合を

します。 血管の中を流れる血液に二酸化炭素を吹き付けて血液を吹き

飛ばしながら、 0.04 ㎜程の細いポリプロピレン糸で血管をつなぎあわせま

す （糸見えますか？）。

特集　心臓血管センター
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　透
析
看
護
認
定
看
護
師

     

と
は

腎
臓
の
働
き

　
日
本
看
護
協
会
に
お
い
て
「
患
者

様
の
安
全
か
つ
安
楽
な
透
析
治
療
の

管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ

た
る
療
養
生
活
に
お
け
る
自
己
管
理

の
支
援
お
よ
び
自
己
決
定
を
支
援
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
透
析
看
護
認
定
看
護
師
は
現
在
全

国
に
２
０
７
人
、
長
野
県
に
は
２
人

い
ま
す
。

■
透
析
療
法
選
択
外
来

　
腎
臓
の
働
き
や
今
の
自
分
の
腎
臓

　透
析
看
護
認
定
看
護
師

　の
具
体
的
な
活
動

   人工腎センター
　         佐藤　ともみ 
　以前は他県の病院で病棟勤務
をしていました。篠ノ井総合病
院の透析室を紹介された時は病
棟希望でしたので、透析室で少
し働いて、病棟に異動させても
らう予定でしたが・・・・。あ
れから数年間、透析室勤務のま
ま経過してしまいました。この
まま漠然と働いてはいけないと
感じ、他の部署に異動し視野を
広げることも考えましたが、さ
らに知識と技術を深め、安全で
良質の透析治療を提供したいと
思い認定看護師の資格取得を目
指すことにしました。東京女子
医科大学看護学部 認定看護師教
育センターに透析看護認定看護
師の教育課程があり 6 ヶ月間研
修を受けました。

認定看護師シリーズ ⑩

　「
肝
腎
要
（
か
な
め
）」
の
言
葉

の
通
り
、
腎
臓
は
重
要
な
臓
器
で

す
。
腎
臓
は
腰
の
や
や
上
に
左
右

１
個
ず
つ
あ
り
、
こ
ぶ
し
大
の
大

き
さ
で
、
重
さ
は
１
個
１
５
０
ｇ

ほ
ど
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し

看護のちから

●血液透析（ＨＤ）
医療機関に通って医療スタッフ
が行う治療です。血液を外に取
り出し血液中の余分な水分や老
廃物を取り除き血液をきれいに
します。きれいになった血液は
再び体の中に戻されます。
自宅に機械を設置して自分や家
族が行う在宅血液透析という方
法もあります。

●腹膜透析（ＰＤ）
自宅で、自分の体の中の「腹膜」
を使って行う治療法です。
お腹の中に薬液を一定時間いれ
ておくと、腹膜を使って血液中
の余分な水分や老廃物が薬液に
移動します。その水分や老廃物
を含んだ薬液を体の外に出すこ
とで血液をきれいにします。自
宅での治療に不安や心配事、わ
からないことがある方に対して
家庭訪問を行い治療が安全に続
けられるための支援を行ってい
ます。

 

　
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
で
は

 

・
他
職
種
と
の
連
携

　
医
師
や
臨
床
工
学
技
士
、
栄
養

士
と
看
護
師
が
協
働
し
て
、
最
適

な
透
析
効
率
を
保
証
し
、
安
全
で

安
楽
な
透
析
治
療
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
透
析
治
療
を
継
続
し
な
が

ら
自
分
の
希
望
す
る
生
活
（
家
庭

内
で
の
役
割
や
仕
事
、
趣
味
な
ど
）

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

・
合
併
症
へ
の
支
援

　
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
は
心
血

管
系
障
害
（
心
不
全
・
脳
梗
塞
・

心
筋
梗
塞
）、
異
所
性
石
灰
化
（
骨

以
外
に
通
常
起
こ
ら
な
い
石
灰
化

■
慢
性
腎
臓
病
を
早
く
見
つ

　け
る
た
め
に
は
・
・
・
。

　
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

尿
や
血
圧
の
検
査
を
す
る
こ
と
が

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特

に
尿
た
ん
ぱ
く
陽
性
の
方
は
要
注

意
で
す
の
で
、
病
院
で
詳
し
い
検

査
を
し
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
。
腎
臓
が
老
廃
物
や
水

分
な
ど
を
排
泄
し
、
尿
を
つ
く
る

た
め
の
臓
器
で
あ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
外

に
も
生
命
と
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
、
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。

　
腎
臓
病
の
重
症
度
は
、
腎
臓
の

働
き
の
程
度
（
上
図
）
と
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
腎
臓
病
の
元

に
な
っ
て
い
る
病
気
、
尿
た
ん
ぱ

く
の
状
態
が
合
わ
せ
て
評
価
さ
れ

ま
す
。

※
eGFR

（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）・
・
・

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
、
年
齢
、
性
別

を
用
い
てeGFR

を
計
算
し
て
腎
機
能

の
指
標
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

透析看護認定看護師

の
働
き
を
知
る
こ
と
で
、
透
析
治

療
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
ど
の
よ
う
な
治
療
方
法
が
あ

る
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
生
活
に
あ
っ
た
治
療

方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
病
気
の
こ
と
や
今

後
の
治
療
の
こ
と
で
不
安
や
心
配

な
こ
と
が
あ
れ
ば
何
回
で
も
透
析

療
法
選
択
外
来
に
来
院
し
て
下
さ

い
。

が
生
じ
て
血
管
や
軟
部
組
織
、
関

節
な
ど
に
石
灰
化
を
起
こ
し
て
血

流
障
害
や
機
能
障
害
が
生
じ
痛
み

や
運
動
制
限
が
お
き
る
）
の
合
併

症
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
糖
尿
病
を
原
疾
患
と
し
て
透
析

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
糖
尿
病
は

さ
ら
に
動
脈
硬
化
や
心
血
管
系
障

害
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す

く
注
意
が
必
要
で
す
。

　
合
併
症
の
出
現
は
日
常
生
活
動

作
を
低
下
さ
せ
る
た
め
透
析
合
併

症
予
防
が
重
要
で
す
。
最
善
な
透

析
治
療
や
効
果
的
な
薬
物
療
法
と

食
事
療
法
を
、
透
析
さ
れ
て
い
る

方
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
一
緒
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

腎不全の治療

透析治療 腎臓移植

献腎移植 生体腎移植腹膜透析 血液透析

在宅透析 施設透析

参考：日本腎臓学会「CKD診療ガイド 2012」

Ｇ２
89～ 60

Ｇ３a
59 ～ 45

Ｇ３b
44～ 30

Ｇ４
29～ 15

Ｇ５
15未満

末期腎不全高度低下中等度～
中等度低下軽度低下正常

食事療法・薬物療法

生活改善

軽度～
高度低下

透析･移植
の準備

治療の目安

Ｇ１
90以上

腎臓の
はたらきの
程度

eGFR 値

透析･移植に
ついて考える

自分に合った治療方法を見つけましょう

腎臓病の重症度
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　透
析
看
護
認
定
看
護
師

     

と
は

腎
臓
の
働
き

　
日
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護
協
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安
楽
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析
治
療
の

管
理
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と
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長
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わ

た
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療
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お
け
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自
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管
理
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支
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決
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支
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」
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看
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２
０
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２
人
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す
。
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透
析
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法
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外
来

　
腎
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臓
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し働いて、病棟に異動させても
らう予定でしたが・・・・。あ
れから数年間、透析室勤務のま
ま経過してしまいました。この
まま漠然と働いてはいけないと
感じ、他の部署に異動し視野を
広げることも考えましたが、さ
らに知識と技術を深め、安全で
良質の透析治療を提供したいと
思い認定看護師の資格取得を目
指すことにしました。東京女子
医科大学看護学部 認定看護師教
育センターに透析看護認定看護
師の教育課程があり 6 ヶ月間研
修を受けました。
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要
（
か
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め
）」
の
言
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の
通
り
、
腎
臓
は
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要
な
臓
器
で

す
。
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は
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の
や
や
上
に
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右

１
個
ず
つ
あ
り
、
こ
ぶ
し
大
の
大
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で
、
重
さ
は
１
個
１
５
０
ｇ

ほ
ど
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し

看護のちから

●血液透析（ＨＤ）
医療機関に通って医療スタッフ
が行う治療です。血液を外に取
り出し血液中の余分な水分や老
廃物を取り除き血液をきれいに
します。きれいになった血液は
再び体の中に戻されます。
自宅に機械を設置して自分や家
族が行う在宅血液透析という方
法もあります。

●腹膜透析（ＰＤ）
自宅で、自分の体の中の「腹膜」
を使って行う治療法です。
お腹の中に薬液を一定時間いれ
ておくと、腹膜を使って血液中
の余分な水分や老廃物が薬液に
移動します。その水分や老廃物
を含んだ薬液を体の外に出すこ
とで血液をきれいにします。自
宅での治療に不安や心配事、わ
からないことがある方に対して
家庭訪問を行い治療が安全に続
けられるための支援を行ってい
ます。

 

　
人
工
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タ
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で
は
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他
職
種
と
の
連
携

　
医
師
や
臨
床
工
学
技
士
、
栄
養

士
と
看
護
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協
働
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最
適

な
透
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率
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い
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す
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不
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・
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塞
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に
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定
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的
に
健
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診
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を
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、

尿
や
血
圧
の
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る
こ
と
が

早
期
発
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り
ま
す
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特

に
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の
方
は
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す
の
で
、
病
院
で
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し
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ま
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ま
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臓
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物
や
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め
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こ
と
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よ
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知
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い
ま
す
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以
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に
も
生
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と
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
、
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。

　
腎
臓
病
の
重
症
度
は
、
腎
臓
の

働
き
の
程
度
（
上
図
）
と
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
腎
臓
病
の
元

に
な
っ
て
い
る
病
気
、
尿
た
ん
ぱ

く
の
状
態
が
合
わ
せ
て
評
価
さ
れ

ま
す
。

※
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（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）・
・
・

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
、
年
齢
、
性
別

を
用
い
てeGFR

を
計
算
し
て
腎
機
能

の
指
標
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

透析看護認定看護師

の
働
き
を
知
る
こ
と
で
、
透
析
治
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の
必
要
性
を
理
解
し
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い
た
だ

き
、
ど
の
よ
う
な
治
療
方
法
が
あ

る
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
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、
自
分
の
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活
に
あ
っ
た
治
療

方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
病
気
の
こ
と
や
今

後
の
治
療
の
こ
と
で
不
安
や
心
配

な
こ
と
が
あ
れ
ば
何
回
で
も
透
析

療
法
選
択
外
来
に
来
院
し
て
下
さ

い
。

が
生
じ
て
血
管
や
軟
部
組
織
、
関

節
な
ど
に
石
灰
化
を
起
こ
し
て
血

流
障
害
や
機
能
障
害
が
生
じ
痛
み

や
運
動
制
限
が
お
き
る
）
の
合
併

症
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
糖
尿
病
を
原
疾
患
と
し
て
透
析

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
糖
尿
病
は

さ
ら
に
動
脈
硬
化
や
心
血
管
系
障

害
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す

く
注
意
が
必
要
で
す
。

　
合
併
症
の
出
現
は
日
常
生
活
動

作
を
低
下
さ
せ
る
た
め
透
析
合
併

症
予
防
が
重
要
で
す
。
最
善
な
透

析
治
療
や
効
果
的
な
薬
物
療
法
と

食
事
療
法
を
、
透
析
さ
れ
て
い
る

方
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
一
緒
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

腎不全の治療

透析治療 腎臓移植

献腎移植 生体腎移植腹膜透析 血液透析

在宅透析 施設透析

参考：日本腎臓学会「CKD診療ガイド 2012」
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今
年
の
４
月
よ
り
篠
ノ
井
総
合
病
院
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
研
修
医
１

年
目
の
近
藤
で
す
。
こ
の
記
事
を
執
筆
し

て
い
る
時
に
は
、
仕
事
を
始
め
て
か
ら
早

く
も
３
ヶ
月
が
経
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
駆

け
出
し
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
に

来
る
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
病

気
と
は
人
生
の
一
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
ず
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
出
身
大
学
は
秋
田
大
学
で
す
。
秋
田
と

言
え
ば
き
り
た
ん
ぽ
や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
が

有
名
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

そ
ん
な
に
頻
繁
に
食
べ
る
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
と
思
い
ま
す
）。
秋
田
に

は
人
口
減
少
率
や
日
照
時
間
、
婚
姻
率
や

出
生
率
な
ど
、
様
々
な
ワ
ー
ス
ト
自
慢
？

も
あ
り
ま
す
が
、
住
め
ば
都
と
は
言
っ
た

も
の
で
す
。
人
混
み
が
苦
手
で
田
舎
の
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
が
好
き
な
私
に
と
っ
て

は
楽
し
い
大
学
生
活
で
し
た
。
秋
田
の
お

い
し
い
お
寿
司
や
、
ふ
く
ま
つ
り
（
秋
田

産
の
天
然
ふ
ぐ
を
安
価
で
食
べ
ら
れ
る
催

し
）、
稲
庭
う
ど
ん
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

食
べ
物
ば
か
り
で
す
ね
。

　
私
の
趣
味
で
す
が
、
バ
イ
オ
リ
ン
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
何
か
し
ら
の
楽
器
を
今
ま

で
続
け
て
き
ま
し
た
。
昔
は
ピ
ア
ノ
や
吹

奏
楽
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
励
ん
だ
思
い
出

も
あ
り
ま
す
が
、
勝
負
事
は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
い
性
格
で
、
高
校
入
学
後
か
ら
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
室
内
楽
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
仕
事
を
始
め
て
か
ら
は
楽
器
に

触
る
機
会
は
殆
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
病
院
内

の
バ
ン
ド
や
長
野
市
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病
院
の
行
事
で
も
演
奏
の
機
会
が
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
私
の
自
己
紹

介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
病

院
の
大
き
な
魅
力
の
１
つ
で
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
ね
む
の
木
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
仕
事
・
勉
強
に

励
む
次
第
で
す
。
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臨床研修医　近藤　奏
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医療人の
コラム
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　　中沢内科医院　中島産婦人科小児科

院長　中沢 良寿　先生院長　中島 万方　先生 

　千曲市稲荷山の中沢内科医院です。1909 年（明
治 42 年）に現院長の祖父千代松が稲荷山・中町
に開業したのが始まりです。1934 年に上八日町
に移転しました。1994 年、現院長が篠ノ井総合
病院を退職開業するのに合わせ現在の場所に移転
しました。それまで「中沢医院」と呼称されてい
ましたが、市内に同名の医療機関がある事から移
転と同時に名称も変更しました。2006 年まで現
院長の父親（中沢有寿）と２人で診療してきまし
た。現在は院長と５人の職員で内科一般をみてい
ます。職員全員が 1994 年の移転開業の時から働
いていて、受診者の方々ともなじみになっている
ようです。地域の方々に気軽に来ていただき、健
康相談などに乗っていって差し上げたいと考えて
います。月火木金曜日の午後は往診をしています。
体力の続く限り続けたいと考えています。院長の
趣味が音楽で、地元オーケストラで演奏していま
す。こちらも宜しくお願いします。

　当院は千曲市上山田温泉の端にあります。
祖父が昭和 11 年に産婦人科を開業し、昭和 48
年に父母が継承しました。平成 7 年に分娩の取り
扱いをやめてからは婦人科等の外来診療を行って
きましたが、平成 17 年より「中島産婦人科小児科」
に改称し、私も加わり 3 人で診療するようになり
ました。
　父・万方と、母・孝子は婦人科、内科を担当し、私・
周子は小児科を担当しています。
　婦人科は、一般外来診療や子宮癌検診等を行っ
ています。
　小児科は、一般外来診療と予防接種の他、保健
センター・保育園・小学校への健診に出向くこと
もあります。守れる病気は予防接種で守り、病気
に罹ってしまった時には苦痛が早く和らぐよう
に、子供たちのお役に立ちたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　( 文・中島周子 )

診療科目：内科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
                   水曜・土曜の午後
〒387-0021
　長野県千曲市稲荷山 274-1
TEL：026-272-1013

診療科目：婦人科、小児科、内科
診察時間：（右表参照）
休 診 日 ：

〒389-0821
　長野県千曲市上山田温泉 1-1-2
TEL：026-275-0111

　 なかじま　かずまさ なかざわ　よしひさ

き り た ん ぽ

日曜日、祝祭日
土曜の午後

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

午後2:00～5:30 / ○ ○ ○ / / /

午前9:00～12:00 ○ ○ / ○ ○ ○ /

午後2:00～5:30 ○ ○ / ★ ○ / /
小

婦・内

★木曜午後･･･【予防接種】2:00～4:00【診察】4:00～5:30

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:30～11:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

午後3:00～5:30 ○ ○ / ○ ○ / /
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４
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ノ
井
総
合
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院
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お
世
話
に
な
っ
て
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ま
す
、
研
修
医
１

年
目
の
近
藤
で
す
。
こ
の
記
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執
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に
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、
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事
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始
め
て
か
ら
早

く
も
３
ヶ
月
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っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
駆
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出
し
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身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
に

来
る
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
病

気
と
は
人
生
の
一
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
ず
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
出
身
大
学
は
秋
田
大
学
で
す
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秋
田
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言
え
ば
き
り
た
ん
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や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
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有
名
か
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思
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ま
す
が
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実
際
の
と
こ
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そ
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に
頻
繁
に
食
べ
る
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
と
思
い
ま
す
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秋
田
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人
口
減
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率
や
日
照
時
間
、
婚
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率
や

出
生
率
な
ど
、
様
々
な
ワ
ー
ス
ト
自
慢
？

も
あ
り
ま
す
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た
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で
す
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落
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司
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れ
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催
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。
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院長　中沢 良寿　先生院長　中島 万方　先生 

　千曲市稲荷山の中沢内科医院です。1909 年（明
治 42 年）に現院長の祖父千代松が稲荷山・中町
に開業したのが始まりです。1934 年に上八日町
に移転しました。1994 年、現院長が篠ノ井総合
病院を退職開業するのに合わせ現在の場所に移転
しました。それまで「中沢医院」と呼称されてい
ましたが、市内に同名の医療機関がある事から移
転と同時に名称も変更しました。2006 年まで現
院長の父親（中沢有寿）と２人で診療してきまし
た。現在は院長と５人の職員で内科一般をみてい
ます。職員全員が 1994 年の移転開業の時から働
いていて、受診者の方々ともなじみになっている
ようです。地域の方々に気軽に来ていただき、健
康相談などに乗っていって差し上げたいと考えて
います。月火木金曜日の午後は往診をしています。
体力の続く限り続けたいと考えています。院長の
趣味が音楽で、地元オーケストラで演奏していま
す。こちらも宜しくお願いします。

　当院は千曲市上山田温泉の端にあります。
祖父が昭和 11 年に産婦人科を開業し、昭和 48
年に父母が継承しました。平成 7 年に分娩の取り
扱いをやめてからは婦人科等の外来診療を行って
きましたが、平成 17 年より「中島産婦人科小児科」
に改称し、私も加わり 3 人で診療するようになり
ました。
　父・万方と、母・孝子は婦人科、内科を担当し、私・
周子は小児科を担当しています。
　婦人科は、一般外来診療や子宮癌検診等を行っ
ています。
　小児科は、一般外来診療と予防接種の他、保健
センター・保育園・小学校への健診に出向くこと
もあります。守れる病気は予防接種で守り、病気
に罹ってしまった時には苦痛が早く和らぐよう
に、子供たちのお役に立ちたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　( 文・中島周子 )

診療科目：内科
診療時間：（右表参照）
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
                   水曜・土曜の午後
〒387-0021
　長野県千曲市稲荷山 274-1
TEL：026-272-1013

診療科目：婦人科、小児科、内科
診察時間：（右表参照）
休 診 日 ：

〒389-0821
　長野県千曲市上山田温泉 1-1-2
TEL：026-275-0111

　 なかじま　かずまさ なかざわ　よしひさ

き り た ん ぽ

日曜日、祝祭日
土曜の午後

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

午後2:00～5:30 / ○ ○ ○ / / /

午前9:00～12:00 ○ ○ / ○ ○ ○ /

午後2:00～5:30 ○ ○ / ★ ○ / /
小

婦・内

★木曜午後･･･【予防接種】2:00～4:00【診察】4:00～5:30

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

午前8:30～11:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

午後3:00～5:30 ○ ○ / ○ ○ / /
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鶏ささみの梅肉春巻き

豆腐クリームのアボカドサラダ

紹介レシピ①

紹介レシピ②

●材料（10本分）
　春巻きの皮　     10 枚
　梅干　　　　     3 粒程度
　大葉　　　         10 枚
　鶏ささみ　　     ６本分
　酒　　                  大さじ 1
　こしょう              少々
　スライスチーズ ５枚
　小麦粉　　          適量
　水　　　              適量
　揚げ油　　          適量

●栄養価 (１本あたり )：エネルギー 123kcal、たんぱく質 8.6ｇ、塩分 0.6ｇ

☆揚げ物ですが脂肪分の少ない鶏ささみでさっぱりと食べられる１品です。
   また疲労回復効果のある梅肉と大葉の風味でタレをつけなくても十分美味しく食べられます。

☆今回ポイントとなる栄養素が含まれた１品です。
●材料（3 人分）
　アボカド　　　1/4 個
　ブロッコリー　50ｇ
　かぼちゃ　　　50ｇ
　アーモンド　　適量
　ミニトマト　　3 個
　豆腐クリーム
　　アボカド　　　　1/4 個
　　豆腐 ( 木綿 )　　　50ｇ
　　クリームチーズ　大さじ 1・1/2
　　オリーブオイル　大さじ 1/2
　　にんにくすりおろし　少量
　　レモン汁　　　　少量
　　コンソメ　　　　ひとつまみ
　　塩コショウ　　　少々
●作り方
　①豆腐クリームを作る。まず豆腐をレンジで 2 分温め水切りする。
　②豆腐クリームの材料を全て①に加え、滑らかになるまで
　　混ぜて完成。( フードプロセッサーを使用すると簡単です。)
　③ブロッコリーとかぼちゃを一口大に切り、ブロッコリーは熱湯で
　　茹で、  かぼちゃはレンジで温める。
　④アボカドも一口大に切る。ミニトマトは半分に切る。
　⑤ ③④を合わせ、②で和える。最後にアーモンドを散らす。
●栄養価 (１人分 )：エネルギー 122kcal、たんぱく質 4.5ｇ、塩分 0.7ｇ

治療食
シリーズ

No.109

秋　　予防 
　「秋バテ」という言葉を聞いたことがありますか？秋バテとは涼しく
なってきて過ごしやすいはずなのに体がだるい、食欲がないなど夏バ
テと似た症状が現れることです。

秋バテの原因は、
　①夏バテを解消しないまま、その疲れを引きずった状態で、より体調不良になること
　②夏場の屋内外・初秋の昼間と夜間の寒暖差により自律神経の働きが乱れ、血液の循環が
　　悪くなり様々な不調をきたすこと
　③昼間の暑い時間帯の冷たい物の摂り過ぎや、涼しくなった際の食べ過ぎなどにあると言われています

秋 バ テ の 解 消 法　 ～ ４ つ の ポ イ ン ト ～
Ⅰ　食　事
　１日３食のバランスの良い食事です。バランスのよい食事とは主食 ( 炭水化物 )、主菜 ( タンパク質 )、
副菜 ( ビタミン・ミネラル ) がしっかり揃った食事のことです。
　暑さの疲れと冷たい物の摂り過ぎで弱った胃腸をいたわる為にも、温かい食べ物を摂る
ようにしましょう。また以下のようなものを取り入れた食事を心がけてみましょう。

Ⅲ　入　浴
　暑いとついついシャワーだけで済ませてしまいがちですが、38 ～ 40 度のぬるめの温度で 10 ～ 30 分
ゆっくり入ります。そうすると交感神経よりも副交感神経が優位になり、リラックス効果
が高まります。就寝 1 時間程前であれば睡眠導入にも効果的です。また、体を温めること
で胃腸の回復や体力の回復を助けます。

Ⅳ　睡　眠
　質のよい睡眠をしましょう。睡眠時に分泌される成長ホルモンが体の新陳代謝を促し疲労回復をもた
らします。また睡眠を促すメラトニンというホルモンには免疫力を向上させる効果もあり
ます。食事は遅くとも寝る 2 時間前までに済ませ、ゆっくりお風呂に入り、寝る直前の
携帯やパソコンなどを控え、良質な睡眠がとれるような環境を整えましょう。

★これらのポイントを参考に、体調を崩しやすい季節の変わり目を注意して過ごしましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理栄養士　中澤美保

栄養素 効　　果 多く含まれる食品 
ビタミン Ｂ１ 糖質をエネルギーに替える手助けをし、疲労回復

の効果がある  
豚肉、うなぎ、大豆　など  

アリシン  殺菌効果や疲労回復作用の効果がある  にんにく、玉ねぎ、生姜　など  
クエン酸  疲労物質の乳酸を分解、排泄  レモン、酢、梅干　など  
ビタミン Ｅ  過酸化物質の分解による血行の改善、  

抗酸化作用  
アーモンド、かぼちゃ、
アボカド　など 

ビタミン Ｃ  免疫力の強化、ストレス・疲労の緩和  果物、野菜類、芋類など  
 

Ⅱ　運　動
　冷房の効いた室内にいることが多かったりすると、汗をかきにくくなり血行が悪くなります。炎天下
での運動は注意が必要ですが、朝夕の涼しい時間を選んでウォーキングや軽い運動をしま
しょう。なかなか外に運動に出かけられないという方は家の中でもできる簡単なストレッ
チなどでもいいと思います。毎日行うことで自律神経の機能が徐々に回復してきます。

バテ

●作り方
 ①梅干の種を取り除き、たたいてペー
　スト状にする。
 ②スライスチーズは半分にしておく。
 ③鶏のささみは筋を取り、１cm 程の
     厚さに切る。
　酒、こしょうをふっておく。
 ④春巻きの皮にチーズ、鶏ささみを
     置き、下から巻いていく。
 ⑤大葉は上の方に置き、大葉が透け
     るように調節巻き終える。最後は
     水溶き小麦粉で皮の端を止める。
⑥春巻きがキツネ色になるまで揚げる。
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鶏ささみの梅肉春巻き

豆腐クリームのアボカドサラダ

紹介レシピ①

紹介レシピ②

●材料（10本分）
　春巻きの皮　     10 枚
　梅干　　　　     3 粒程度
　大葉　　　         10 枚
　鶏ささみ　　     ６本分
　酒　　                  大さじ 1
　こしょう              少々
　スライスチーズ ５枚
　小麦粉　　          適量
　水　　　              適量
　揚げ油　　          適量

●栄養価 (１本あたり )：エネルギー 123kcal、たんぱく質 8.6ｇ、塩分 0.6ｇ

☆揚げ物ですが脂肪分の少ない鶏ささみでさっぱりと食べられる１品です。
   また疲労回復効果のある梅肉と大葉の風味でタレをつけなくても十分美味しく食べられます。

☆今回ポイントとなる栄養素が含まれた１品です。
●材料（3 人分）
　アボカド　　　1/4 個
　ブロッコリー　50ｇ
　かぼちゃ　　　50ｇ
　アーモンド　　適量
　ミニトマト　　3 個
　豆腐クリーム
　　アボカド　　　　1/4 個
　　豆腐 ( 木綿 )　　　50ｇ
　　クリームチーズ　大さじ 1・1/2
　　オリーブオイル　大さじ 1/2
　　にんにくすりおろし　少量
　　レモン汁　　　　少量
　　コンソメ　　　　ひとつまみ
　　塩コショウ　　　少々
●作り方
　①豆腐クリームを作る。まず豆腐をレンジで 2 分温め水切りする。
　②豆腐クリームの材料を全て①に加え、滑らかになるまで
　　混ぜて完成。( フードプロセッサーを使用すると簡単です。)
　③ブロッコリーとかぼちゃを一口大に切り、ブロッコリーは熱湯で
　　茹で、  かぼちゃはレンジで温める。
　④アボカドも一口大に切る。ミニトマトは半分に切る。
　⑤ ③④を合わせ、②で和える。最後にアーモンドを散らす。
●栄養価 (１人分 )：エネルギー 122kcal、たんぱく質 4.5ｇ、塩分 0.7ｇ

治療食
シリーズ

No.109

秋　　予防 
　「秋バテ」という言葉を聞いたことがありますか？秋バテとは涼しく
なってきて過ごしやすいはずなのに体がだるい、食欲がないなど夏バ
テと似た症状が現れることです。

秋バテの原因は、
　①夏バテを解消しないまま、その疲れを引きずった状態で、より体調不良になること
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 ④春巻きの皮にチーズ、鶏ささみを
     置き、下から巻いていく。
 ⑤大葉は上の方に置き、大葉が透け
     るように調節巻き終える。最後は
     水溶き小麦粉で皮の端を止める。
⑥春巻きがキツネ色になるまで揚げる。
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　　尿
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で
作
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れ
ま
す
が
、
そ
の
元
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液
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臓
で
ろ
過
さ
れ
た
液

体
は
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状
態
で
、
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ら
だ
に
必
要
な
だ
け

の
水
分
や
塩
分
、
栄
養
素
が
吸
収
さ
れ
、
残

り
の
不
必
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な
老
廃
物
が
全
て
尿
路
を
通
り

尿
道
か
ら
尿
と
い
う
形
で
体
外
に
出
さ
れ
ま

す
。

　尿
に
は
、
は
が
れ
た
細
胞
、
老
廃
物
、

余
分
な
水
分
や
栄
養
素
、
分
泌
物
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
物
質
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
病

気
に
な
る
と
尿
に
含
ま
れ
る
物
質
や
尿
量
、

尿
の
に
お
い
、
色
、
回
数
、
出
方
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
血
液
検
査
と
並

ん
で
尿
検
査
が
診
断
上
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

　尿
は
健
康
状
態
や
食
事
、
運
動

量
な
ど
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
健
康

で
も
異
常
値
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
や
、

日
常
生
活
上
の
要
因
に
よ
る
も
の

で
あ
れ
ば
基
本
的
に
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

　腎
臓
は 

体
液
濃
度
を
一
定
に
保

つ
た
め
に
尿
の
水
分
量
を
細
か
く

調
整
し
て
い
ま
す
。
体
内
の
水
分

量
が
増
え
た
と
き
は
、
尿
を
増
や

し
ま
す
。
す
る
と
尿
の
色
も
薄
く

な
り
ま
す
。
逆
に
汗
を
か
い
で
水

分
が
減
っ
た
脱
水
状
態
の
と
き
は

尿
が
減
り
、
色
も
濃
く
な
り
ま
す
。

　尿
の
色
が
濃
く
な
っ
た
と
き
は

体
内
の
水
分
が
不
足
気
味
で
す
ぐ

に
水
分
を
補
給
す
る
な
ど
の
目
安

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
尿
の
色

が
濃
い
と
き
は
尿
路
感
染
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
毎
日
の
排

尿
時
に
自
分
で
色
は
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
尿
を
観
察

す
る
習
慣
を
持
ち
、
水
分
補
給
に

も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　朝
一
番
の
尿
の
色
が
濃
い
の
は

正
常
で
す
。
睡
眠
中
は
尿
の
量
を

尿定性 基準値 原因
尿反応（ｐH） 5.0～8.0 食べたものの影響で変わりやすい

尿比重 1.002～1.030 水分の大量摂取の後は低く、下痢
や嘔吐、脱水症状のときは高い

尿蛋白 陰性（－） 妊娠中の女性、激しい運動後、便
秘、ストレスを受けているときなど

尿糖 陰性（－）
妊娠中の女性、または若い人でも
疲労しているとき、ストレスを受け
ているとき

尿潜血 陰性（－） 一時的な潜血は誰にでも起こる

尿ウロビリノーゲン Ｎ（＋） 激しい運動後、疲労時、便秘時など

尿ビリルビン 陰性（－）

尿ケトン体 陰性（－）
妊娠中の女性、激しい運動後、高
脂肪食摂取後、ストレスを受けて
いるときなど

尿白血球 陰性（－） 外部からの混入（特に女性）
尿亜硝酸塩 陰性（－） 尿を採取後、放置した場合

健康でも異常値になる場合

おしっこの色

おしっこの量

おしっこのニオイ

淡黄色または麦わら色

0.8 ～ 1.5ℓ　飲んだ水分によって差があります。
回数は１日４～ 6 回程度です。

健康な場合は臭いものではありません。
少し芳香性のニオイがするものです。

いい感じです。普段どおりに水分を摂りましょう。

問題はありませんが、コップ１杯の水分を摂りましょう。

１時間以内に 250ml の水分を摂りましょう。屋外あるいは発汗していれば、500ml の水分を摂りましょう。

今すぐ 250ml の水分を摂りましょう。屋外あるいは発汗していれば、500ml の水分を摂りましょう。
今すぐ 1000ml の水分を摂りましょう。この色より濃い、あるいは赤 /茶色が混じって
いたら脱水症状以外の問題が考えられます。病院へ行きましょう。

尿の色で脱水症状チェック
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す
。
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■
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■
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。　日

頃
の
健
康
管
理
の
た
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に
尿
の

色
、
に
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、
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や
排
尿
の
回
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を

意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
尿
の
簡
単
な

　
　
　セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

色 原因 疑われる病気

赤～黒褐色 尿に血が混じっています。 尿路の出血や腎炎、腎盂腎
炎、腎結石など

色が薄く、無色 尿量が異常に多くなっている場合 糖尿病の人によくみられます

黄褐色～褐色 肝機能に異常がある場合 高熱、脱水症、急性肝炎など
肝臓、胆道系の病気など

尿が濁る 細菌に感染している場合 腎炎、膀胱炎など泌尿器の
細菌感染

黄 ビタミン剤の影響 特にビタミンＢ２などは濃い黄
色になることがあります

量 考えられること

極端に多い 糖尿病になると、尿量、回数が増え、のどが渇き飲み物が欲しくな
ります。色は薄いのが特徴。その他、腎臓の病気も考えられます。

少なくあまり出ない
代表的なのは急性腎炎で、腎臓にトラブルがあり、尿を作る機能が
弱まっています。また、食あたりで吐き下しを起こし、身体の水分
が不足している脱水症でも少なくなります。

まったく出ない 結石や腫瘍などで尿の通り道がふさがれているか、腎臓の機能がひ
どく低下した危険な状態です。

頻繁に出る
いわゆる頻尿。尿が少ししか出ず、すぐトイレに行きたくなる。膀
胱炎、尿道炎、前立腺炎の代表的な症状です。精神的な要因で
も頻尿になることがあります。

におい 考えられること

強いアンモニア臭 排尿したての尿が、アンモニア臭を発していたら、膀胱炎など尿をつく
る過程で何らかのトラブルが起きています。

果実のような甘い
におい

糖尿病で症状の進んだ人に見られます。代謝機能のトラブルにより甘い
においを放ちます。お酒を飲んだ後も、一時的にこのようなにおいがし
ます。
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今すぐ 250ml の水分を摂りましょう。屋外あるいは発汗していれば、500ml の水分を摂りましょう。
今すぐ 1000ml の水分を摂りましょう。この色より濃い、あるいは赤 /茶色が混じって
いたら脱水症状以外の問題が考えられます。病院へ行きましょう。

尿の色で脱水症状チェック

知

豆
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識

つ
て
お
き
た
い

4
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査
科
科
長
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本

　恭
子
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も
と

　
　
　き
ょ
う
こ
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　尿
の
検
査
は
か
ら
だ
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負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
身
体
の
健
康
状
態
を

     

知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
検
査
で
す
。

尿■
健
康
で
も
異
常
に
な
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合

■
尿

■
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の
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よ
る

　
　
　脱
水
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チ
ェ
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ク
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。　日
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理
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の
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■
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簡
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フ
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ェ
ッ
ク
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においを放ちます。お酒を飲んだ後も、一時的にこのようなにおいがし
ます。
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T O P I C ST O P I C S
　
７
月
と
い
え
ば
、
七
夕
で
す
。
当
院
で
は
今

年
も
院
内
に
七
夕
の
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
心
と
体
を
元
気
づ
け
ら
れ
れ
ば
と
、

職
員
が
折
り
紙
で
作
っ
た
飾
り
を
小
竹
の
枝
に

結
び
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
七
夕
飾
り
の
横
に

は
短
冊
と
ペ
ン
を
用
意
し
、
来
院
さ
れ
た
方
や

入
院
患
者
さ
ん
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
が
願
い
事

を
書
い
て
飾
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
入
院
患

者
さ
ん
や
お
見
舞
い
の
方
が
、「
早
く
元
気
に
な

る
よ
う
に
」「
病
気
が
よ
く
な
る
よ
う
に
」
な
ど
、

短
冊
に
願
い
を
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
院
正
面
玄
関
前
で
特
殊
詐
欺
啓
蒙
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
野
南
警
察
署
職
員
と
防
犯
協
会

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
、
当
院
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

に
「
特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
う
ち
わ
な
ど
を
配

り
ま
し
た
。
南
警
察
署
の
方
に
よ
る
と
、
今
年
も

昨
年
度
の
被
害
金
額
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
被
害
は

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
他
人
事
だ
か
ら
」、「
自

分
は
騙
さ
れ
な
い
」
と
思
い
込
ま
な
い
で
、
対
策

を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

　
当
院
で
初
め
て
の
Ｊ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｃ（
内
科
救
急
・
Ｉ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
）
コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｊ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
と
は
救
急
医
療
に
接
す
る
こ
と
の
少
な
い

内
科
医
が
、
心
肺
蘇
生
の
み
な
ら
ず
、
緊
急
を
要
す

る
急
病
患
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
講
習
会
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
内
科
領
域

の
医
師
を
対
象
と
し
て
お
り
、
受
講
者
（
医
師
）、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ら
総
勢
16
名
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
心
停
止
へ
の
初
期
対
応
、
午
後
は
内
科

医
が
遭
遇
し
や
す
い
各
分
野
の
急
変
症
例
へ
の
対
応

に
つ
い
て
１
日
実
技
実
習
を
行
い
、
院
内
の
み
な
ら

ず
他
院
の
医
師
・
看
護
師
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
受
講
者
の
方
々
の
真

剣
な
表
情
や
姿
が
印
象
的
で
あ
り
、
と
て
も
充
実
し

た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、
将
来
の
進
路
に
看
護
職
を
希
望
す

る
高
校
生
を
対
象
に
「
高
校
生
１
日
看
護
師
体
験

in
篠
ノ
井
総
合
病
院
」
を
７
月
28
日
（
木
）、
８
月

４
日
（
木
）
の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
看

護
師
１
日
体
験
は
高
校
生
に
看
護
の
道
を
目
指
し

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
院
で
は
合
計
43
名
が
訪
れ
、
看
護
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
血
圧
測
定
な
ど
の
看
護
業
務
を

体
験
し
ま
し
た
。
産
科
病
棟
で
は
生
ま
れ
て
間
も

な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
の
様
子
を
見
学
し
た
り
、

入
院
患
者
さ
ん
の
話
を
聴
く
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
皆
さ
ん

の
目
は
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
将
来
の
姿
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
29
日
（
月
）
に
当
院
本
館
棟
１
階
で
、セ
イ
ジ
・

オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
出
演
者
に

よ
る
「
特
別
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
入
院
患
者
さ
ん
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
て

わ
ざ
わ
ざ
来
院
さ
れ
た
方
な
ど
で
会
場
は
大
勢
の
聴

衆
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
回
は
弦
楽
四
重
奏
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
）。
演
奏
が
始
ま
る
と
、

聴
衆
は
美
し
く
繊
細
な
弦
楽
器
の
音
色
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
１
８
０
人
を
超
え
る
聴
衆
が
集
ま
り
、
改

め
て
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
人

気
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
も
当
院
に

来
て
い
た
だ
き
美
し
い
音
色
を
奏
で
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

七
夕
飾
り

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意

Ｊ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
初
開
催

高
校
生
１
日
看
護
師
体
験

Ｏ
Ｍ
Ｆ
特
別
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

タ
イ
人
研
修
生
13 
名
が
当
院
を
視
察

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
主

催
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
タ
イ
人
研
修
生
13 

名

（
男
性
３ 

名
、
女
性
10 

名
）
が
７
月
15 

日
（
金
）

に
日
本
の
母
子
保
健
活
動
を
学
ぶ
研
修
の
一
環
と
し

て
当
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
病
院
施
設
を
視
察
。
ま
た
、
当
院
の
小

池
院
長
及
び
木
村
名
誉
院
長
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
研
修
生
は
日
本
の
母
子
医
療
に
つ

い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
13 
名
の
研
修
生

は
、
タ
イ
の
保
健
省
、
保
健
大
学
、
病
院
お
よ
び
施

設
に
お
い
て
母
子
保
健
活
動 

に
携
わ
っ
て
お
り
、

本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
の
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が 

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

たくさんの短冊がつけられた七夕飾り看護師の指導で血圧測定をする参加者

素晴らしい音色を聴かせてくれた出演者の皆さん

小池院長とタイの研修生の皆さん

当院玄関前での啓蒙活動

JMECC 実技指導の様子
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体
験

Ｏ
Ｍ
Ｆ
特
別
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

タ
イ
人
研
修
生
13 

名
が
当
院
を
視
察

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
主

催
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
タ
イ
人
研
修
生
13 

名

（
男
性
３ 

名
、
女
性
10 

名
）
が
７
月
15 

日
（
金
）

に
日
本
の
母
子
保
健
活
動
を
学
ぶ
研
修
の
一
環
と
し

て
当
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
病
院
施
設
を
視
察
。
ま
た
、
当
院
の
小

池
院
長
及
び
木
村
名
誉
院
長
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
研
修
生
は
日
本
の
母
子
医
療
に
つ

い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
13 
名
の
研
修
生

は
、
タ
イ
の
保
健
省
、
保
健
大
学
、
病
院
お
よ
び
施

設
に
お
い
て
母
子
保
健
活
動 

に
携
わ
っ
て
お
り
、

本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
の
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が 

期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

たくさんの短冊がつけられた七夕飾り看護師の指導で血圧測定をする参加者

素晴らしい音色を聴かせてくれた出演者の皆さん

小池院長とタイの研修生の皆さん

当院玄関前での啓蒙活動

JMECC 実技指導の様子
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健康に関心はあるけれど、毎日のお仕事や生活に追われて、つい自分のことは疎かにしてしま
う。そんなことはありませんか？
当院では、ご自分の健康状態を把握し生活習慣を振り返っていただくためにも、年に 1 度の健
康診断の受診をお勧めいたします。

通院２日（宿泊）ドック 1日ドック 脳ドック

当院の人間ドックプラン

健康管理センター
TEL　026-292-2261
受付時間  平日 8:30 ～ 17:00

※外来休診日はお休みとさせていただいております。

ご予約・お問い合わせ

一　般　
ＪＡ組合員

６６，９６０円
６１，５６０円

料金
一　般　
ＪＡ組合員

３９，９６０円
３７，８００円

料金
脳ドックのみ　
ドックオプション時

４８，６００円
４３，２００円

料金

※料金は税込みです。
　詳細は当院ホームページをご覧ください。
　なお、現在１日ドックはキャンセル待ちとなっております。
　
　

通院２日（宿泊）ドックは、戸倉上山田温泉「笹屋」様にご宿泊いただきます。

INFORMATION

大浴場「石ノ湯」和室

人間ドックのオプションとし
て、また、脳ドックのみでも受
診可能です。

１日間で受診可能です。
忙しくて宿泊は難しいという
方にオススメです。

２日間かけて、ゆっくりと受診
していただけます。
また、宿泊は戸倉上山田の温泉
で、のんびりとお過ごし下さい。

　
は
じ
め
て
耳
に
し
た
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、Ｂ
型
肝
炎
は
、
だ
れ
で
も
か

か
る
危
険
性
の
あ
る
Ｖ
Ｐ
Ｄ（
ワ
ク
チ
ン
で

防
げ
る
病
気
）で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
を
き
ち
ん
と

知
っ
て
、
大
切
な
お
子
さ
ん
を
守
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
、

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま
で
の
人

　
４
週
以
上
の
間
隔
で
２
回
。
さ
ら
に
１

回
目
の
接
種
か
ら
20
週
以
上
経
過
し
た
後

に
１
回
、
合
計
３
回
接
種
し
ま
す
。

な
お
、
既
に
任
意
接
種
（
有
料
）
を
受
け

て
い
る
場
合
、
定
期
接
種
と
の
合
計
が
３

回
に
な
る
よ
う
に
受
け
て
下
さ
い
。

※

既
に
任
意
接
種
を
受
け
て
い
る
分
の
接

種
費
用
の
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
４
・
５
月
生
ま
れ
の
人
は
、

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
に
に
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
住
い
の
市
町

村
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
当
院
で
予
防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
小

児
科
外
来
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

人間ドックのご案内

■
お
知
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
度
、
日
本
画
２
点
の
寄
贈
を
う
け
、
本
館
棟
１
階

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
作
品
は
吉
田
八
千
木
様
の
日
本
画「
待
春
」と「
牡
丹
」

で
す
。
縁
あ
っ
て
、
吉
田
様
の
奥
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
作
品
は
50
号
と
い
う
大
作
で
、
当
院
の
シ
ン
プ
ル
な
白

い
壁
に
華
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
展
示
後
に
は
早

速
多
く
の
患
者
さ
ん
が
足
を
止
め
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ご
来
院
の
際
は
ぜ
ひ
、
お
近
く
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
本
画
２
点
寄
贈
さ
れ
る

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン

                          

２
０
１
６
信
州
長
野
に
参
加
し
ま
し
た

　
９
月
10
・
11
日
に
「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ

パ
ン
２
０
１
６
信
州
長
野
」
が
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
と
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
、
24

時
間
歩
い
て
命
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。
自
分

ひ
と
り
で
歩
く
の
で
は
な
く
、
家
族
や
友
達
な
ど
仲
間
で

チ
ー
ム
を
作
っ
て
交
代
で
歩
き
ま
す
。

　
長
野
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
今
年
で
５
回
目
で
、
約
３

０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
会
場
が
当
院

に
隣
接
す
る
篠
ノ
井
中
央
公
園
で
し
た
。
病
院
と
な
り
の

●
定
期
予
防
接
種
の
対
象

●
接
種
回
数

●
そ
の
他

公
園
で
開
催
と
言
う
こ
と
で
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
も
気
合

が
入
り
１
５
０
人
も
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
今
年
も
当
院
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
軽
音
楽
バ
ン
ド
が
出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
当
院
が
ん
患
者
さ
ん
に
よ
る
「
が
ん
サ
ロ

ン
あ
い
」
チ
ー
ム
も
参
加
し
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
活
動
に

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

↑元気よくリレーウオークに出発する篠ノ井総合病院チーム

↓演奏で応援する当院軽音楽バンド

↑イベントは日が暮れても行います

↑参加者が集まり 24 時間イベントに幕が下りました。

平
成
28
年
10
月
よ
り

「待春」

「牡丹」

　夏
が
終
わ
り
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
強
力

な
台
風
が
た
て
続
け
に
日
本
列
島
を
襲
い
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
は
統
計

開
始
以
来
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
幸
い
長
野
県
の

被
害
は
少
な
い
様
で
す
が
油
断
は
禁
物
で
す
。

　さ
て
、
今
回
の
特
集
は
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

で
す
。
少
し
難
し
い
で
す
が
、
役
に
立
つ
循

環
器
・
心
臓
の
話
で
す
。
循
環
器
の
病
気
は

案
外
身
近
な
も
の
で
す
。
治
療
方
法
や
医
療

機
器
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
治
り
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い
た
病
気
の
治
療
も
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（J
・
M)

T O P I C S
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被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
幸
い
長
野
県
の

被
害
は
少
な
い
様
で
す
が
油
断
は
禁
物
で
す
。

　さ
て
、
今
回
の
特
集
は
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

で
す
。
少
し
難
し
い
で
す
が
、
役
に
立
つ
循

環
器
・
心
臓
の
話
で
す
。
循
環
器
の
病
気
は

案
外
身
近
な
も
の
で
す
。
治
療
方
法
や
医
療

機
器
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
治
り
に
く
い
と
言

わ
れ
て
い
た
病
気
の
治
療
も
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（J
・
M)

T O P I C S
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2    特集  心臓血管センター
　　　　　      （循環器内科・心臓血管外科）
 12　  看護のちから
 14　  医療人のコラム
 15　  私のかかりつけのお医者さん
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 18　  知っておきたい豆知識
 20      トピックス
 23      お知らせ
 24　  診療担当医表

   
 

ご自由にお持ち下さい

目次

各科診療担当医表
平成 28 年 10 月１日現在

担当医表は予告なく変更されることがあります

●受付は８時～ 11 時 30 分までです。
●午後の診察は予約外来、慢性疾患外来のみです。
●各科の再診は予約もできます。
●毎月第 2・3・5 土曜日は休診です。
●救急患者様につきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をお持ちでない患者様から保険外療養費 3,000 円（税込み）
を頂いております。初診の際はできるだけ「紹介状」をお持ち下さい。


